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国立民族学博物館研究報告　　3巻3号 ・

トバ ・バ タック族における病気の民俗分類

吉 田 集 而*

Folk Taxonomy of Illness among the Toba-Batak 

           of Northern Sumatra

Shuji YOSHIDA

   Problems of folk taxonomy have been discussed by many 
scholars. This paper presents the differences and similarities in 
taxonomies of illness given by four Toba-Batak informants. The 
data were analysed using the KJ method, a technique developed 
by Kawakita Jiro. It is somewhat similar to Berlin's slip sorting 
task, but differs in the following  ways  : (1) moving up from terminal 
categories to upper levels; (2) naming a grouped cluster of paper 
slips; and (3) ordering named clusters according to their relational 
distances. 
   For the Toba-Batak data the taxonomic differences of illness, 
appearing in the upper level of the taxonomy, seem to be caused by 
differing orientations of the informants. One informant made up 
a taxonomy from the viewpoint of curing illness and another organ-
ized it according to the identifying terminologies used in illness. 
The similarities of each taxonomy given by the four informants at 
lower level indicate that the same groupings of terminal  categories 
of illness exist. 

   Results of the analysis show that there is no common folk 
taxonomy of illness among the Toba-Batak, but only clusters of 
terminal categories of illness. They sometimes made new categories 
at the upper level of taxonomy. The categories may therefore be 
considered covert. Naming the categories gives a more accurate 
understanding of their subconscious thoughts. 

   The Toba-Batak people did not feel it  necessary to make up 
taxonomy of illness. There is, therefore, no common taxonomy 
among them, but potential taxonomies which may become overt 
in a particular situation. The potential taxonomies can be under-
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stood when more data, from a larger number of informants, become 

available.
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は じ め に

　 mcdical　 anthropology(医 療 人類学)と よばれ る分 野 は,急 速 に発展 しつ つある

分 野で あるが,そ の学問 内容を 総括 す ることはなかなかにむずか しい ことである。

ColsonとSelbyの ま とめ方 によれば,　 ethnomedicine,　 medical　 ecology(social

epidemology),　 health　 problems　 research,　 health　 care　delivery　 systemsの4分 野

に分 けることがで きるとい う[CoLsoN　 AND　 SELBY　 l　974:246]。 　 このよ うに分 ける

な らば筆者 の興味 は,ethnomedicine(民 族 医学)に あるといえる。 その中で も,特

に病気 の認識 の問題 に興味を もっている。それ は病気あるいは健康 にかかわ る社会 的

行 為(医 療活動を含 めて)一の もうとも一基礎 とな る問題であ一ると考 えてお り,一一その意味

では病気 にかかわ るさまざまの問題の出発点 とな るものである。一方で,病 気の認識

の問題 は,他 の分野,特 にethnobiology(民 族 生物学)の 分野で発展 して きた民俗分

類の問題 と深 くか かわ っている。

　 病気 の認識 に階 層的 な認識が あることをあざや かに提示 した ものにFrakeの 論 文

[FR.AKEl961:ll3-132]が あ る。現在 において も,彼 の提示 した さまざまの問題 は,

検 討に価 する ものである。民族医学にかかわ る論文はかな り多 くみ られ るが,Frake

が え がいてみせ たよ うな病気の民俗分類 に関す る論文 は意外 にす くない。 フィ リピン

のタガ ログ語をはなす地域での病気の認識[HIMEs　 l　972:119-171]や ガ ーナのボネ

族の病気の認識[WARREN　 1975:117-126]な どが 目につ く程度で ある。　Warrenの

仕 事 はあま り評価で きるものではないが,Himesの 論 文はかなり面 白い。特 にBerlin

らが 用 いたslip　 sorting　taskやtriads　 testな ど を用いている点 は参照 に価す る。

　 一方,民 俗分類 に関 して は,近 年 にな って活発 な 論議 が展 開されて いる。 特 に
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Berlinお よび彼 の共 同研究者 による一連 の研究[BERLIN,　 BREEDLovE　 AND　 RAvEN

l968:290-299,1973:2　 1　4--242;BERLIN　 l　974:327-331,1976:381-399　 etc.]を

軸 と して,ethnobiologyに お ける民俗分類のさまざまの問題 につ いて論議 されてお

り,1976年 に はAmerican　 Ethnologistのspecial　 issueと して,　 ethnobiologyが

くまれた ほどで ある。対象は病気 と生物の違いはあるが,物 事を分類的に整理す る,

あ るいは認識す るとい う基本的な問題 は同一で あり,本 稿 では これ らの研究に触発 さ

れて,民 族 医学 の問題 としてよ りもむ しろ民俗分類の問題 に焦点 が しぼられてい る。

　本稿 は 「トバ ・バ タ ック族 の病気 と治療法」[吉 田　 1973:198-231]に 続 くもので

ある。前稿 は薬物 に重点がおかれた もので あり,病 気 の認識 が重要 な問題であ ると気

付いたばか りの もので あった。そのため,本 稿においては病気 に焦点 を合わせ,再 検

討 した ものである。本稿の もとになる資料 は,1974年10月 に3週 間の再調査 によって

得 られた ものである。 きわ めて短期間 の調査で あったため,な お充分 な資料 とはい え

ない。特に病気の全体像 を得 るための努力はなされてい るが,そ の分析につ いて のか

な り重要な資料を欠 いている。 しか し,当 分 の間 は再調査の可能性がない こと,ま た

わず かで はあるが興 味ある点 もあるので,こ こに書き とめる ことに した。私 にとって

は,な お中間報告的な もので あり,再 調査を期 したい と考えてい る。

　 なお,バ タ ック族 はイ ン ドネシアのスマ トラ島北部の山地に住 むプ ロ ト・マ レー系

の民族で,人 口約130万 人,普 通6部 族 に分 け られ る。本稿で とりあげる トバ ・バ タ

ック族 は,そ の6部 族 の内の代表的な部族 であ り,主 と して トバ湖の南岸に住 んで い

る人 々であり,そ の調査地 は,北 タパ ヌ リ郡,ラ グボテ ィ町,シ ドラン村である。

1.調 査 方 法 につ いて

　病気を全体としてどのようにとらえているのかをフィール ドにおいて再構成するこ

とは,そ れほど容易なことではない。特に個々の病名を収集 した上で,階 層化 してい

る概念の上位の概念を見いだすことは,容 易なことではない。一旦,全 体像が明確に

なった後に,そ れらを分析的に考察することは,上 位の概念を見いだすことに比べれ

ば困難なことではないと考えられる。

　全体としての病気の分類の再構成をはかるためには,被 調査者にKJ法 を用いるこ

とにした。KJ法 という方法は,フ ィール ド調査の中で川喜田二郎氏がつくりあげた

もので,本 来は新 しい視点を見いだすための方法として 開発 されたものであった。

ユ953年頃から,彼 はデータをまとめる方法として カー ドを用いる方法を考察 してい
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た[川 喜田　 1953]。 そ して,そ の方法 は発想法 とい う形で まとめあげ られ[川 喜田

1964:153-211],KJ法 とい う名の もとで創造性 開発 のための技法 と して洗練される

とともに体系化 された ものである[川 喜 田　 1967,1970]。

　 KJ法 の 詳細 については,上 にあげた著書 にゆず るとして,私 が実際 に用いた方法

を記 して お く。 まず,各 病名を小 さな紙 きれに書 きこみ,そ れ らをバ ラバ ラに して広

げ る。被調査者 にその病名を どこか らで もいいか ら読ませ,関 係 のあ りそうな ものを

集め さす。 その とき,や た らに多 く一度 に集 めささないよ うに注意す る。そ して集め

られた紙束 に対 して適当な名前をつけさせ,そ の紙 束の一番上 につ みかさね る。そ う

してできた紙束を さ らに同様の方法 で集 めさせ,そ れ にさ らに名前 をあたえ る。それ

を くりかえ し,相 当に数が少 な くな った段階で,そ れ らを空間的に近 い もの は近 くに

お くように して な らべ させる。

　一 見,簡 単のよ うにみえ るが,意 外 に難 しい ものであ り,被 調査者 のだれ もが可能

とい うわけではなか った。 まった くとほうにくれて しまい,ど うしてよいのかわか ら

ず手 も足 も出ない人や,他 の例か ら考 えて,ど うにも私に は理解 できない組合せをつ

くり,そ の当人 に も説明のつかない例 があった りして実際に採集 できた例 は4例 しか

なか った。

　 このKJ法 はBerlinら がcovert　 category(潜 在 的概念)を 見 いだ した際に用い

たslip　 sorting　taskと か な り似てい る[BERLIN　 ET　AL.1968:292-293]。 しか し,

KJ法 はslip　 sorting　taskと 比 べて,よ り一層完成 度の高 い もので あ り実際的な手法

において は,徹 底的に下か ら組 み上 げること,ま とめ られ た紙束 に命名 あるいは適当

なサマ リーをつ けること,そ れを何段階 にもわた って くりかえす こと,空 間的配 置を

試 みる ことな どが特徴的である。

　子供 に対 して は,は じめか らKJ法 を用いなか った。 あ らか じめ調査 しておいた資

料 をみなが ら,病 名をいい,そ れを知 ってい るかど うかたずねた。知 っている とい っ

た ときは,さ らに どんな病気かを簡単 に説明 させた。そ して,な ん とか説明ので きた

ものだ けを選別 した。次に,こ れまでの例で上位概念 と して あげ られている ものを と

りあげ,こ の病気 にはどんな種 類があるか を質問 した。 この質問 によ って16才 の 子供

では比較的多 くの答がえ られるが,そ れ以下の子供では,相 当に難 しいよ うであ った。

次 に,下 位の病気の もの は,そ の上位の病気 と思われ るものの一種で あるか と質問す

る。 その時,上 位概念の ものはできるだ け複数に して質 問 した。た とえば,「 回虫は,

腹痛 の一種,あ るい は胃病の一種ですか」 とか 「rasaonは,　 rintop-rintoponの 一・

種,あ るいはbaroonの 一 種 です か」 とい った具合 である。 この種の質問は相当に誘
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導質問 的で あると思えたが,こ の下 か らの質問 と上か らの質 問を組 み合わせて,と も

か くも図化 した。その上で,も う一度,不 適当 と思われると ころを指摘 させ,修 正 し

た。 この ような方法で得 た資料 は3例(16才,]2才,11才)あ る。

　残念 なが ら,12才 の子供 をのぞいて女性を被調査者 とす ることはで きなか った。 中

年 の女性1人,若 い女性2人 を対象 と して試みたが,KJ法 は勿論,質 問法 において

も,適 当な答えが得 られなかった。

　 なお,　 この調査で は主 と して イン ドネシア語 を用いていた。　 また病名 については

Warneckの バ タ ック語辞典[1906]を 参 照 した。

Ⅱ.調 査 結 果

　 1.病 気 の 種 類

　 病気 の認識 の仕方 について調べ る場合,も っとも基本 となる ものは,病 名である。

病名は往 々に して症状か ら派生す ることが ある。 しか し,い ずれ の症状 も病名 となる

わけではない。た とえば,し びれ(margampir)や 荒 い息づかい(morhosa-hosa)み

み な り(margir-gir),動 悸(taroktok)な どの付 随的な症状 は病名 とはな らない し.

か さぶた(ringkorang),め や に(billok)と い った ような部分 的名称 も病名 とはな ら

ない。

　 また,病 気 に近いが,病 気 には数 え られない ような ものがある。た とえば,せ む し

(bungkukon),お し(mangu-ngu),足 な え(mapang-pang),め く ら(mapitung),み

つ くち(tupihon)な どは,一 般には病気 と考 え られていない。 これ らはいずれ も先

天性 の もので あ り,治 療 法 もない もので ある。すなわち,先 天性 の ものは,病 気 とし

て一般 に くみ こまれていない。 ただ し,め くらなどは,後 天的 になる場合が多 く,

後 天的 な場合 は進行する病気 の最終段階の病気 として くみこまれ る。 さ らに,い ぽ

(horsi),そ ば かす(pano-pano),あ ざ(sihat)な どの,日 常生活 にさほどさしさわ り

のない と考 え られ る ものは,そ れゆえに治療法 も特 にな く,そ れ らは病気 に くみ こま

れない。 にきび(sidada)な どのよ うな ものも,こ のた ぐいである。

　次 に筆者 の聴 きとった病気 をあげる。

　 (1)ade-adeon:さ な だ虫。繊細で長い虫。幅1.5　 mm。 長 さは4mに もおよぶ

とい う。ただ し,頭 部は固 くやや大 きい。 この虫が腹の中にいると,腹 痛を感 じる。

いつ も,飲 物が欲 しく,下 痢 を し,腹 は大 きくな る。
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　 (2)andoraon:sahit　 rak(肺 の 病気),ま た はsahit　 andora(胸 の 病気)と もい

う。結核の こと。andoraは 胸 の意。重 い病気(sahit　 renge)で,し ばしば死 にいた

る。激 しい仕事 を続 ける と,こ の病気 にかか る。咳がでる とともに胸 にいたみを覚え

る。鼻汁が とま らない。咳 とともに血がで るようにな るともう死 は近い。

　 (3)anduhuron:子 供 の病気。 くちび るの下 に炎症が起 り,は れ ないが,う ん

で くる。anduhurと い うのはヤマバ トの ことで,あ たか もヤマバ トにつつかれた よ

うになるので,こ のよ うにい う。 また,こ の病気にかかると,母 親 はその子供を,ヤ

マバ トが よ くい る畑 の近 くの草原 につれてゆ き,エ サの米 の粉 をまき,子 供にそれを

食べ させ る。その とき,子 供にヤマバ トの鳴声 に似せ て 「クル ー,ク ル ー」 となかせ

るとこの病気 はなおるとい う。

　 (4)ardom:呪 術 師(datu)が 毒 を用いてかか らせ る病気。 一 見,　 sanggulan

bunga(後 出)の よ うで あるが,痒 さが激 し く,か いて しま うた め,痛 み もあり,全

身 に広が る。 この毒 は呪術師だ けが知 ってお り,毒 の与 え方 によって2つ に分ける こ

ともある。ardom　 aekは,水 浴 している とき,毒 を流 し込 まれてその毒 にふ れた り,

毒 の入 った水をのむ ことによって起 る。ardom　 alogoは,毒 の入 ったたば こをのま

された り,毒 の入 ったたば この煙 にふれ ることに よってかかる。

　 (5)bahut-bahuton:子 供 に多い病気で,耳 の後 ろの部分(耳 下腺)が はれ た り,熱

を もつ病気 をい う。耳 に水 が入 った りして起 る。 この病気の名前 はsibahutと い う小

さな魚 の名称か らきている。 この病気 にかか るとsibahutと い う魚を薬 と して与えた。

　 (6)-bar60n:一 本 来,一化膿 とい う意味であるが,一 般には膿性 のはれ もの に対 して

もちい られ る。

　 (7)baro　 buni:か くれた(buni)化 膿 とい う意味で,赤 痢 の ことと考 え られる。

下痢を し,便 中に血 がま じる。腹 にね じれ るような痛みを感 じる。腹の中に虫がいて,

それがか じるか らだと も考 え られてい る。

　 (8)baro　 imbulu:imbuluは 体 毛 の意。 体 毛の毛根部 が化膿す る病名。また,

体 毛 はや さ しくてやわ らかいので,baroonの 軽 度の病気で ある という被調査者 もい

た。

　 (9)baro　 ulok:ulokは ヘ ビの意 。 腹の あた りに1本 の線上 の炎症がお こり,熱

をもって赤 くな る。痒 みはほとん どない。

　 (10)barut:甲 状 腺腫。 のどぽとけのあた りがふ くれあが り,だ んだに大 きくな

る。痛み,痒 み もな く,醜 くて重いだ けであ る。andor　 barutと い うつ る性 の植物 が

あるが,こ れを切 ると茎 か ら水がでて くる。 この水が川に流 れこんだ りした ときにそ
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の水 をのむ と,こ の病気 にかか る。 この植物 は山にだ けにあるので,山 の人 しかかか

らない病気で あるとい う。

　 (11)batuk　 halode:恐 ら く,喘 息の こと。激 しく咳込む。　batukは 咳,　halode

は コブ ウシの こと。 コブウシの眼のよ うに,眼 が赤 くなるまで咳込む ことか らこの名

がついた。

　 (12)batuk　 hapas:鼻 づ ま りの こと。　hapasは カ ポ ック,木 綿の ことで,木 綿

でつ まったよ うな咳の意。

　 (13)begu　 antuk:beguは 死 霊,精 霊 の意。　antukは 棒 。　beguの 棒 でたたか

れ るの意。　 きわ めて重い病気 で,　 この病気 にかかる と早 くて半 日ほ どで死 んで しま

う。 しか し,も し3日 以上 もてば,た すか るとい う。病人 は寒 くて しかたがないとう

ったえ るが,本 当は熱 く,身 体をぶ るぶ るとふるわせ る。腹 は痛み,肝 臓のあた りも

痛む。 コレラではないかと推測 させ る。あ る被 調査者 は,こ の病気 は足か ら入る と考

えて いる。彼 によれば,黒 い血液 とともに,眼 にみえない虫(一 般 に眼にみえないよ

うな虫,あ るい は身体 内の虫をsimaと い う)が 上の方 にあが ってゆ く。そ こで,足

の部分で血管 を切 って黒 い血 とと もにその虫を出す か,つ よ くしばって上に上げない

よ うにす ると重症にな らないという。 もし,腹 まで虫 が上 ると死んで しまうか らで あ

る。

　 (14)birasukon:ひ ざ よ り下 の脚部 にで きる炎症 。は じめはnge-nge(後 出)の

よ うで あるが,と て も痒 く,か いて いるうちに炎症 を起 こす。化膿す るようにな り,

熱 を もつ ようになる。土 の中にいる虫(sima)が 足 に入 る ことによって起 ると考え ら

れて いる。 この病気の ときは,必 ず下 に向 かってかかなければな らない。 さもな けれ

ば虫がさ らに上部に も上るか らである。

　 (15)biri-birion:水 ぶ くれのよ うな ものがで き,む くみを もつ。 この病気の特徴

は,患 部 をおさえると,す ぐには もとに もど らず,へ こんだままにな ってい ることで

ある。

　 (16)darah　 tinggi:こ れ はイ ン ドネシア語で,最 近 にな って,導 入された病名。

高血圧の こと。病気 の内容 をよ く知 らない人が多い。

　 (17)dele-deleon:手 や 足に とげが ささった り,膿 性ので きものがで きた ときな

どに,足 の場合 は股 のつ け根,手 の場合 は脇の下 にで きるはれ ものをい う。 この病気

にな った ときは,人 のゆききす る道 にいって,salohotと い う名の草で患部 をなでつ

け,そ の なでつ けた草 を道にお き,「dele・dele,　dele-dele誰 か にうつれ」 とい って立

ち去 る。 も し,そ の草 をふみ こえる人があ るとその人 にこの病気 はうつる とい う。

422



吉 田　 トバ ・バタ ック族 における病気の民俗分類

　 (18)gadam:非 常 に痒い病気で,か いている内に全身に広が るとともに炎症を

おこす。また,こ の病気 は呪術師に よって引き起 こされ,さ らに人 に伝染す るという。

山にいるある種 のみえない虫(sjma),あ る いはある種の 植物 の毛を用い るのだ とも

いう。

　 (19)gurapon:非 常 に痒い病気で,か いて いる内に炎症を起 こし,　riap-riapon

(後 出)の ように白くな る。ただ しriap-riaponは 点 々と白 くなるの に対 して,'一 面

に白 くなる点 が異な る。

　 (20)hali-mata:結 膜 炎の こと。 目が赤 くな り,め やにがで る。

　 (21)hali-mis-mison:も らい目。 まぶたの上 にで きるで き もの。 一般 に自然治

癒する。期待 して いた ことがはずれた ときにで きるともい う。

　 (22)hona　 suga:　 とげ さされ。

　 (23)hona　 ula-ulaon:ulaは 仕 事 の意。 呪術師が悪意を もって何事 かを行 なう

ことによ って起 る病気の総称。

　 (24)huliton(holiton):癩 病 。 呪術師がつ くりだす病気。 もっとも恐 ろ しい病

気の一つ とされている。 この病気 は伝 染する と考 え られてお り,そ のため,こ の病気

にかか った人は別 棟の家 を建て,そ こにす まわせ た。

　 (25)labi-labion:回 虫 の こと。　labi-1abiと い う虫が腹の中にいるた めに起 る病

気で,飲 物を要求 し,そ のため腹 は大 き くな り,同 時に腹が鳴 るとともに下痢を起 し,

腹 に痛みを感ずる。夜 には痛 みで知 らず知 らずの うちにころが りまわ っている。 この

病気にな ると,一顔 は青宮 くなる。

　 (26)lauton:子 供 の病気。 舌 に黄色 の斑点がで き,や がて白味を帯 び大 き くな

る。それを とろ うとするため,出 血す る。舌が痛 くて,ト ウガ ラシや塩味の食物,熱

い御飯な どが食べ られな くな り,放 って お くとい よいよ食べ ることが難 しくな る・

　 (27)Iotup-10tupon:子 供 の病気。頭の一部 が化 膿 し,か さぶたがで きる。　lotup

は射 撃の ことで,銃 で うたれたよ うな傷 になるところか らきた 名称で ある。バ タ ック

族 には昔か らultopと い う竹鉄砲があ った とい う。

　 (28)mabugang(bugang):い わ ゆ る怪我 の こと。 この怪我が膿を もつ ようにな

るとbaroの 中 に組 み こまれ る。怪我の中 には,切 り傷(tarseat),刺 し傷(tarsuga),

す り傷(targus-gus)な どが ある。

　 (29)magurbak(gurbak):は れ ものの こと。

　 (30)mapunggol(ponggol):骨 折 。

　 (31)mapitung(pitungon):め く ら。 呪術師によ って引 き起 こされる場合 と,
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自然 になる場合 とある。

　 (32)matung:火 傷 。

　 (33)mohop:熱 病 。熱いの意。

　 (34)ngalut-ngaluton:き び しい仕事をす ると,特 に腰 の骨 に痛 み を感 じ る。

ngalutは あわれなの意。

　 (35)nge-nge:死 に いた る重い病気。は じめ身体が熱 くな り,や がて大 きな斑点

(約1cm)が で きは じめる。 多 くの場合,胴 体 の一部 にはじま り,全 身に広が る。

この病気は伝染す る。

　 (36)ngolian　 mohoP:患 者 自身は寒 く感 じるが,実 際 には身体 は熱を もってい

る。いわゆる悪寒。ngoliは 寒 いの意。

　 (37)ngot-ngoton:は ぐきに痒 みを感 じ,や がて出血す る。 また,上 くちびるの

内側に熱を もち,出 血する。 そ して膿を もつ ようになる。油を用 いた食事 を重 ねる と,

この病気 にかかる。

　 (38)obangon:小 便 をす ると き,腹 部 にいたみを感 じる。　sahit　pia(腎 臓 の病

気)と もい う。石がたま っている ともいう。

　 (39)ombun・ombun:ombunは 雲,霧,も やな どの意。寒 いときにombunが

発 生 し,こ のombunが 身 体 の中に入 ることによ って この病気 になる。寒 く感 じ,熱

が 出るとともに,ふ るえあるいは,け いれん をおこす。ombun-ombunに は次のよ

うな種類がある。

　 a)ombun-ombun　 aek:身 体 の中に悪 い水(aek)が た まることに よって起 る。

　 b)ombun-ombun　 alogo:気 候 の変 り目や天気 の変 り目には,空 気(alogo)が

　 　 変 るた めに発 病す る。

　 c)ombun-ombun　 arion:過 度 に太陽(ari)に あた ったために起る。子供 に多 い。

　　 日射病の ことか。

　 d)ombun-ombun　 batuk:特に 咳(batuk)が 激 しい場合 をい う。

　 e)ombun-ombun　 borngin:昼 間 は普通であ るのに,夜(borngin)に な ると発

　　 病す る。

　 (40)otoon:黒 目 の部分 に白い ものができ,米 粒 ほどまでの大 きさの ものをい う、

白目の部分 は赤 くなる ことが多 い。星の ことか。

　 (41)paloon:は じめは小 さい 白い斑点ができるが,や がて黒 目全体に広がる。

普通,片 目だ け しかかか らず,白 目の部分 は赤 くはな らない。黒 目全体に広がる とめ

くらになる。 白そ こひ と思われる。
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　 (42)pane-pane:silupon(後 出)よ りもさらにひどい熱病。 特に高 熱のときに

は,狂 った ようにあばれ,泣 き,い ろい ろの ことを口走 る。paneは,天 気のいい と

きに遠 くの雲の中で光 る稲光の こと。

　 (43)pangarante-ranteon:ranteは 鎖 の意。 口の端 に発生す る炎症。 神 の悪 口

をい ったた めに起 るといわれ,普 通 は自然に治る。

　 (弱)pangari-arion:日 中 にわか してない水を多 く飲 むとかか る病気。多 く水 を

飲んだに もか かわ らず,ほ とん ど尿 がで ない。そ して,ヘ ソの下 にいたみを感 じる。

sahit　pura-pura(膀 胱 の病気)と もいわれ る。腰まで水 につかるように水浴す る と,

尿 が出 るよ うにな り治 ることがあ る。太 陽(ari)か ら発生 した病名。

　 (45)panihalaon:鼻 血 の こと。人によ っては,病 気の中に含めない こと もある。

　 (46)panunbeagon:普 通,お 産前 の女 の人 にみ られ る病気 。 足がむ くんだよ う

にはれあが り,水 が溜 った ような重いよ うな感 じを あたえる。子供 を生む と消え るも

のであるが,消 えない こともあ る。植物体 中に水を溜め るbeang。beangと い う植物

の連想 か らこの名前 はつ くられている。

　 (47)parontingan:こ め かみの痛み。 病気 に入れない人 も多い。

　 (48)pinang-pinangon:首 の後 ろあた りにで きるはれ もので,や がて耳 の後 ろ

の方まで広がる。 膿 も もたない し,崩 れ も しないが 痛 い。 はれ ものの 中に ビ ンロ

ウシ(pinang)の 種 子ほ どの大 きさの固い ものがある。放 ってお くとのどのあた りま

で広が り,の どがつ ま り,食 べ られな くな ってつ いには死んで しま う。

　 て49)'Puruoh:　 比 較的大 きなはれ ものが 全身 にできる。一ときどき痒 く・な り,一熱を

もつ こともある。膿 は少 し出 る程度 である。みた ところ癩 病に似て いるが,治 しやす い。

　 (50)rasaon:目 に みえない虫(sjma)が 入 り,痒 くさせる。指の間や,股 にできる。

　 (51)rasaon　 batu:普 通 のrasaonよ りは大 きい発疹がで き,化 膿す る。大 きい

発疹ができるため,石(batu)のrasaonと い う。

　 (52)riap・riapon:首 の後 ろの部分 にはじま り,全 身 に広が る。 白 くなる。 とて

も熱 く,痒 い。伝染性の病気であ る。 ・

　 (63)rintik:精 神 病 。森や 山にでか け,　 begu(死 霊,精 霊)やhomang(異 常

な動物)な どの超 自然物 に出合い,そ れ らが頭 の中に入 ることによ って引き起 こされ

る。beguやhomangな どには さまざま種類が あるが,ど のbegu,　 homangが 頭 に

入 ったかは,呪 術師(datu)に よ って確かめ られ るまでわか らない。また,呪 術師が

beguを 頭 の中にお くりこみ,精 神病 にかか らす こともある。

　 (54)rintoP-rintopon:痒 い皮膚病 の総称。 その原 因によって区別されている。
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　 (55)rintop　 ni　bagot:サ トウヤシ'(bagot)の 果 実 にふれる ことによって起 る皮

膚病。痒いだけでな く,は れ あが り,熱 を もつ5

　 (56)rintop　 ni　bisa:sibatan　 baruk,　 ansosomotな どの虫(bisa)に よ って起 る

皮膚病。ansosomotの 場 合 は軽症であ るが,　 sibatan　 barukの 場 合には痛みがあ り,

はれ る。放 ってお くと炎症を起 こす。

　 (57)rintop　 ni　bulu=竹(bulu)の 子 の皮 の毛 によ って発生する。非常 に痒 い。

　 (58)rintop　 ni　eme:emeは 籾 の意。 充分に乾燥 されてない籾 に虫がつ く。 そ

れをlap-lap　 emeと い うが,こ の虫に触れ ることに よって起 る。 また,稲 の葉の毛

によって も痒 くなる。

　 (59)rintop　 ni　hau:hauは 木 の意。い ろいろの木 の毛,花,樹 液などに触れ る

ことに よって起 る。木 の種類 によって区別 される。

　 a)rintop　 ni　hau　 raja:痒 くて,少 し熱を もつが,普 通は 自然におさまる。

　 b)rintop　 ni　latong　 aek:痒 い だけで な く,特 に水の中につけ ると痛 みを感ず る。

　 e)　 rintop　 ni　latong　 babi:痒 くて,熱 を もつ。

　 d)rintop　 ni　latong　 manuk:痒 くて熱 を もつ が,軽 度の もの。

　 e)rintop　 ni　latong　 ursa:痒 く,や がて炎症 を起 こし,化 膿 し,火 傷 のようにた

　　だれて くる。

　f)rintop　 ni　sitaratullik:痒 く,熱 を もち,炎 症を起 こす。

　 g)rintop　 ni　sitiongon:痒 く,熱 を もち,炎 症を起 こ し,火 傷 のよ うにただ れる。

　 (60)rintop　 ni　ramba:antalobungやsangganの よ うな草(ramba:か ん木,草)

の 毛に触 れる ことによって起 る。軽度の もので,水 浴程度で充分に消す ことができる。

　 (61)rintop　 ni　tano:特 に ごみな どを焼 いた土(tano)や そ の他の特殊な土 の上

でねた りする と,痒 みをおぼえ,と きにはれあがるほどになることもある。

　 (62)rondaron　 manuk(rondar-manuhon):と り 目。 夜 になるとみえな くな る。

塩を多 くとる とこの病気 になるとい う。rondarは 失 明す るの意。　manukは ニ ワ ト

リの意。

　 (63)sahit　 ate-ate:ate-ateは 肝臓。　sahitは 病気。 右 の腹部がいたむ。 疾をよ

くは くようにな り,い つ もつかれやすい。煙をよ く吸 うとなる。 この病気には甘い も

のを与え るとよい。

　 (64)sahit　 baba:口 の病気。造語の可能性が高い。

　 (65)sahit　 butuha:腹 痛 の こと。　butuhaは 腹 の意。痛み(hansit)に は い ろい

ろの ものがある。
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Songon　 na　 digotap:

songon　 na　 dihapit:

songon　 na　 diharat:

songon　 na　 dilobang:

songon　 na　 dipiu/dipulos:

songon　 na　 diseat:

songon　 na　 ditura:

songon　 na　 ditutung:

やぶれるよ うな。

はさみつけ られ るような。

かまれるよ うな。

たたかれたよ うな。

ね じれたよ うな。

きられるよ うな。

さされ るよ うな。

やかれ るよ うな。

　 (66)　 　 　 　　　 　　 　　 butuha　 bolonは 胃 の こと。 胃痛。満腹時,あ るい は

空腹時に腹痛 をおぼ える。 ときに嘔吐す る。また,い つ もつばがでて くる。

　 (67)sahit　 butuha　 mamiu:ね じ られた ような激 しい痛み を腹に感 じ,し か もそ

の痛みが腹のあちこちに移動す る。

　 (68)sahit　 holi-holi:骨 の 病気。造語 である可能性 が高い。

　 (69)sahit　 igung:鼻 の 病気。造語 。

　 (70)sahit　 ina:inaは 母 の意。 産後 にまだ血が体内に残 り,そ れが腐 って,か

まれ るような痛みを感 じる。流産 も含 まれ る。

　 (71)sahit　 pinggol:耳 の 病気。造語。

　 (72)sahit　 pogu:目 や つめ,ゆ び,皮 膚 が黄色 にな る,す なわ ち黄疸の こと。

以前 はlabi-labion(回 虫)の 中 にふ くまれていた病気 といわれ,現 在で は,　 sahit

-a・tc-ate(肝 臓 病)が さ らに進む とこの病気 になる一とい う。poguは 胆 汁の意。

　 (73)sahit　 riam:sahit　 inaの ほぼ同 じ意味。血の道 の こと。.

　 (74)sahit　 rukung:首 の 病気。 造語。

　 (75)sahit　 sibuk:筋 肉 の病気。造語。

　 (76)sahit　 ulu:頭 の病気。造語。

　 (77)sahit　 urat:血 管 の病気。造語。

　 (78)samboliton(halotと もい う):女 に は少 ない病気で,コ ー ヒーや ヤシ酒

を飲みす ぎるとこの病気 にな るとい う。左の腹部 に石のよ うに固い ものが あるように

感 じられ,激 しい痛み を感 じる。 しか も,そ の痛み は,左 右,下 へ と移動す る。

　 (79)sanggulan:斑 点 ので きる皮膚病。　 sanggulは 髪 に さす 花 飾 りの こ と。

sanggulanは2種 に分け られる。

　 (80)sanggulan　 bunga:子 供 の病気。特 に10～15才 位 が多い。 赤い斑点 が胴体

には じま り,全 身に広がる。身体 は熱を もち,斑 点 は うんで くる。やがて痒 みを感 じ
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るようになると,治 りは じめる。 この病気 は伝染す る。bungaは 花 の意。

　 (81)sanggulan　 raja:0～10才 位 の子供がかかる病気 で,　 は じめはむ しろ熱が

出,そ の後 に斑点 がで きる。 斑点がでると熱 はむ しろひ く。 この斑点 は うまない。

sanggulan　 bungaよ りは軽度 な病気で ある。　rajaは 王 または大 きいの意。

　 (82)sibabi　 na　bolon:呪 術 師によ って引きおこされ る病気。 ブタの腹の ように,

腹 が大 き くな り,痛 み を感 じる。痛みが激 しくなるほど,腹 はふ くれ,腹 が大 き くな

るほどに痛みが激 しくな り,つ いには死 んで しま う。

　 (83)sigurbahon:長 い 間病気にかか って いると,足 がむ くみは じめ,手 足だ け

で な く身体にわた ってはれて くる。3回,こ の病気 を くりかえす と死 ぬ といわれてい

る。老人に多 くみ られる。

　 (84)simbol-bolon(halibol-bolon):便 秘 の こと。

　 (85)simborgo:足,特 に関節がはれあが り,か まれ たような痛 みを感 じ,や が

て炎症を起 こ し,化 膿す る。非常 に重症な病気 で,足 か ら上部 に広が らないために,

足 を切 り落す こともある。また,関 節が痛み,熱 を もち,こ の病気 にかか ると足 の発

達 がとまるとい う。

　 (86)silupon:身 体 は熱 いが,寒 さを感 じ,全 身に激 しいふ るえが くる。 あたた

かい日は普通の ようにみえるが,寒 い日に発病す る。マ ラ リアと考え られ る。

　 (87)solpoton:ombun-ombun(カ ゼ)を ほ ってお くとなる。 突然,あ ばれ 出

し,口 か らあわを出 し,身 体 を固 くす る。 テンカ ンと考 え られる。

　 (88)tarbalik:ね ん ざ,つ きゆびのこと。　balikは ひ っくりかえるの意。

　 (89)tarsamar:呪 術 師に よって起 る病気。　 くちび るに炎症 がで き,や がては ぐ

き も炎症を起 こし,血 がでるよ うになる。非常 に痒い病気。

　 (90)tingan:呪 術 師によ って起 る病気。 首にはれ ものがで き,大 き くなる と死

ぬ とい う。

　 (91)tok　 ulu:頭 痛 のこと。　tokは た た く,　uluは 頭 の意。 これ はbeguに よ っ

て起 る と考 え られてい る。

　 (92)tungkihon(sahit　 pinggo1):耳 の 病気。 膿がでる と同時 に,か まれたよ う

な痛みを感 じる。子供 に多い病気。中耳炎 と考 え られ る。

　 (93)tungkolon　 ngingi:虫 歯 の こと。　 sima(眼 に みえない虫)が 歯 の中で,歯

を食べ るために穴があ く。tungko1は 奥歯,　ngingiは 歯 を意味す る。

　 (94)tungkolon　 pat:足 の うらに トゲが ささった りして,　 simaが 入 り,化 膿 し

穴 があ く。tungkolは さ さえ る,　patは 足 の意。

428



吉田　 　トバ ・バ タ ック族にお ける病気の民俗分類

2.病 気 の変化

　病気 とい うもの は,そ の名称で表現 されるが,そ の名称 はうつ りゆ く病状の変化の

内のある一 定の状態に対 してつ け られてい るもので ある。 それ故,あ る種 の病気は,

病気 の進行 によって名称 を次 々とかえてゆ くことがある。 そ して,そ れ は重症の病気

にみ られ る。一般 に重症の病気 は前段階の病気を経過す るものである。ただ し,比 較

的軽度 な病気が常に次の段階 の病気 に進行す るとは限 らず,そ の病状で とまって しま

うことも多 々ある。また,前 駆的 な病気を経ずに重症な病気 に一気 に進行す る場合 も

ある。実際 の病気の変化は,実 に多様 であると考え られている。 ここにあげた例は,

そ れ らの中で,比 較的,多 くの人 々の賛同を得 た ものにす ぎない。

　悪寒(ngolian　 mohop)に は じまる一連 の病気 は,　 situling(tulingは ひ っくりかえ

るの意。 テ ンカ ンに似てい るが,け いれんを起 こ し気絶する症状 をもつ。)と よばれ

る精神病の一つ にゆきつ く。 しか し,マ ラリア(silupon)や 高 熱病(pane-pane)が 常

にこの精神 病になるわ けで はない。む しろ,死 ぬ(mate)方 が 多い。 もし死 なない と

きに,こ の精 神病になる場合が多い とい う意味である。

　 けいれん(ombun-ombun)は,悪 寒 とはよ く似てい るに もかかわ らず,別 の病気

と認識 されている。高熱 を発す るよりはひ きつ り,あ るいはけいれんを主 な特徴 とし

てい る。首 のはれ(pinang-pinangon)は,こ の病気を こじらせ ると発 病す ると考 え

られている。

図1　 変化する病気の例
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　結膜炎(hali-mata)か ら星(optoon)に な り,さ らに白そ こひ(paloon)に な り,

つ い にはめ くら(mapitung)に な ると考 え られてい る。 また,と りめ(rondaron

manuk)が 悪 化す るとやは りめ くらになるとい う。

　皮膚病の内のい くつかは癩病(huliton)に な ると考え られている。呪術師のお こな

う邪術 によって発病す るardomやgadamと い う皮膚病 は治療せず に放置す ると癩

病 になる。ある種の木 に触れ ることな どによって起 る痒い病気(rintop　 ni　hau)の 一

種で ある,rintop　 ni　sitaratullikはardomと 同 じような症状 にな り,や がて癩病に

なる。 また毒虫による痒い病気(rintop　 ni　bisa)の 内,　sibatan　 barukに よ るものは

特 に重症で,放 って お くと同 じ く癩病になる。癩病 自身 も,呪 術師によ って発病す る

と考 え らてお り,こ れ らの病気を経過せず にも発病す る。

　病気 の変化の経過を聞いてゆ くと,一 つは治 る方向 に,も う一方 は死 の方向に向か

う。 しか し,治 らない方向のすべてが死で はな く,い くつかの安定 した状態に移 る。

め くらや足 なえ(mapang-pang),お し(mangu-ngu),精 神 病,癩 病な どになる。 あ

るいは,慢 性 の病気 とな り,そ の病気 をかかえた まま生 きてゆ くことになる。

　 このよ うな病気 の変化 は,病 気を分類す る際 に,同 じグル ープに編入す る一つの要

素 である ことはまちがいない。

3.病 気 の分類

　調査方法で述べ たご とく,4例 はKJ法 を 用いて構成 された分 類であ り,他 の3例

は質 問法 を用いた ものである。4例 の内わけは,約60才,43才,37才,20才 の男性 か

らなる。 この内,約60才 の老人 は呪術師である点 が,他 の3人 と特に異 なる点で ある。

質問法 による3例 は,16才 の男,12才 の女 の子,そ して11才 の男の子である。

　 これ らの分類の例 は,上 位概念において非常 に異 な ってお り,下 位概念で はむ しろ

よ く近似 している ことを見 いだすであ ろう。

　 (a)第1例(男 性,約60才,呪 術師)

　 呪術師は常 に老人である とい うわ けではない。20才 す ぎの若 い男 もいた。呪術 師 と

しての評価 は年齢による もので はな く,彼 の もつ能 力にのみかか っている。 しか し,

一 般に中年以上の経験ある呪術師が信用 されているよ うで あった
。彼 にKJ法 を教 え,

多 少の助言 をあたえなが ら,病 気を組み上げ させた ものが,図2～7で ある。実 際に

は下位概念か ら組み上 げた もので あるが,説 明 としては,組 み上 げ られた上位概念 か

ら出発する。

　彼 によれば,病 気(sahit)は,3つ に分 けられる。 第1にbegu(死 霊,精 霊)に
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図2　 病気の上位概念(第1例)

よって 引き起 こされる病気(特 別 の名称 はな く,単 にbeguと 表現す る)と,呪 術師

によってひ きお こされる病気(hona　 ula・ulaon),そ して,　beguや 呪術 師のかかわ ら

ない,い ってみれば自然発生的に起 る病気 とに分 け られ る。 この3番 目の病気 に対 し

て彼 は適当な名称をつけることがで きなか った(図2参 照)。

　 さて,beguに よ って起 る病気は,コ レラ(begu　 antuk)と 精 神病(rintik)で あ る。

コレラは,激 しい重症な病気で,か つて数村がほとん ど死 にたえた ことがある との記

憶 がまだ彼 には残 っている。精神病 とひ とま とめにされてい るこの病気 は,実 はさま

ざまの ものがあ る。だま りこんで,一 言 もいわない ものや,逆 に狂暴性 をおびた もの,

や た らに飲み食いばか りする もの,突 然 にけいれんをお こして気絶 して しま うものな

どさ一まざまの ものが ある 。 しか し,一形 はさまざまで もシー一その原 因はbeguが 頭 の中に

入 ったために起 ると考え られている。

　 呪術 師によ って ひきお こされる病気 は,い ずれ も重症 である。 ブタの腹の ように異

常に腹がふ くれるsibabi　 na　bolon,癩 病(huliton),首 が はれ,や がては食べ ものが

食べ られな くなるtingan,全 身 が痒 くな り,斑 点がで き,炎 症 を起 こすardom,全

身 がやは り痒 くて しかたな く,ひ っか くために炎症を起 こすgadam。 くちび るに炎

症をお こし,は ぐきか ら血 が出るようにな り,最 後に は,も のがたべ られ な くなる

tarsamar。 め くら(mapj　 tung)。 そ して,あ る種 の精神病 は呪術師によ って ひきお こ

され る。呪術 師はbeguを 手 なず け,そ して,そ のbeguを 人 の頭 の中には い りこま

せ る。それ故,精 神病は呪術師 による病気 で もある。 これ らの病気 の多 くは,呪 術師

の作 った毒に よるもの と考 え られてい る。

　 ほとん どの病気は,beguに も呪術師 にもよ らない残余 の病気群 に含 まれ る。

　 まず,皮 膚病(sahit　 huling-huling)が あ げ られる(図3参 照)。 もっとも種類数
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図3　 begu,呪 術師によらないその他の病気(第1例)

の 多い もので ある。 ついで腹の病気(sahit　 butuha　 IV)。 この病名 は,普 通は腹痛

に用い られる もので あ り,腹 の病気 としては一般 には通 じない もので あろう。 熱病

(mohop　 III)と 咳 の病気(batuk)は 比較的近い病気であるが,同 じ病気群ではない。

この咳のある病気 にbatukを 用 いるの は一般的ではない。 彼独 自の使用法である。

そ して,眼 の病気(sahit　 mata)と ロ の病気(sahit　 baba)。 口 の病気 のsahjt　 baba

も彼 の造語である らしい。傷(mabungan)と 骨 の病気(sahit　 holi-holi)は 熱 病 と咳

の病気のよ うに近 い病気であ る。骨 の 病気 も普 通 はあま りもちい られ ない病名で あ

る。 これ ら以外 に,そ のどれ にもふ くまれ ない病気が3つ 残 る。小便時 のいたみを感

じるobangon,別 名sahjt　 pia(腎 臓 病)と もよばれる病気,中 耳 炎(tungkihon)

高 血 圧(darah　 tinggi)で あ る。

　 obangonと い う病気はあま り知 られていない病気で,人 によれば結石(激 しい腹

痛を下腹に感 じる。 それは石のせいであるとい う。)で あ った り,は っき りは知 らな

いが腎臓の病気であ った りす る。彼は,小 便時 にいたみを感 じる病気 であるとし,ど

こに も含 まれないが腹の病気 にやや近 い病気で あると した。中耳 炎はよ く知 られた病

気 であるが,彼 は遂にどこにもふ くめなか った。高血圧は最近にな って知 られるよう

にな った病気であ り,彼 自身 にも,も うひとつ明確に把握で きていないよ うであ る。

　 〈皮膚病 〉

　皮膚病 は,4つ に分 け られ る(図4参 照)。 痒い皮 膚病であるrintoP-rintopon　 II,

斑 点 がで き,比 較的重症のsanggulan　 II,皮 膚 病の中で も膿 を もつbaroon　 IIそ し

て,は れ あが ることを特徴 とす るmagurbakの4種 で ある。　 rintoP-rintopon　 II,

sanggulan　 IIは 比較 的迷 った末につ けた名称であ った。　 rintop・rintopon　 IIは,患

部 が白味を帯び るgurapon　 II,指 や 股にで きるrasaon　 II,足 に できるbirasukon,

熱 を もちはれ あが るpuruon,そ してその他 の痒 い皮膚病rintoP-rintopon　 Iに 分 け
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図4　 皮膚病の分類(第1例)

図5　 痒 い皮 膚 病rintop-rintoponの 分類(第1例)

られ る 　 (図5参 照)。guraponは,点 々 と 白 くな るriap-riapon,一 面 に 白 く な る

gurapon　 Iに 分 け られ る 。　rasaon　 IIは 特 に 大 き な 発 疹 が で き る もの をrasaon　 batu

と し て 区 別 して い る 。rintop-rintopon　 1は そ の 原 因 に よ っ て い くつ か に 分 け られ る 。

サ トウ ヤ シ(bagot),毒 虫(bisa),竹(bulu),籾(eme),木(hau),草(ramba),土

(tano)に よ っ て 起 り,毒 虫 の 場 合 は,特 にsibatan　 baruk,　 ansosomutに よ る も の を
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区別 してい る。 さらに木によ って おこされ るrintop　 ni　hauは,木 の種類によ って7

種 に分 け られ る。

　斑点 ので きる皮膚病(sanggulan　 II)は,大 きな斑点 がで き,極 めて重症 な病気で

あるnge・ngeと 子 供が かかる病気で小 さな斑点 ができるsanggulan　 Iに 分 け られる

(図4参 照)。 このsanggulan　 Iは さ らに,　sanggulan　 bungaとsanggulan　 rajaに

分 け られる。前者 は,斑 点が膿んだ り,痒 みを感 じると治 りは じめるが,後 者 は膿ま

ず,む しろ熱が出ることを特徴 としてい る。

　膿を もつ皮膚病(baroon　 II)は,く ちび るの下 にできる炎症(anduhuron),頭 に

で きるカサブタ(lotup-lotupon),毛 根 部が化膿す る病気(baro　 imbulu),腹 が線状 に

化膿す る病気(baro　 ulok),そ して,そ の他の化膿する皮膚病(baroon　 I)が あ る。

　 はれ る病気(magurbak)は,あ る種 の腺腫や,リ ンパ腺のはれをふ くんで いる。

耳下腺腫(bahut-bahuton),甲 状 腺腫(barut),股 の つけ根や脇 の下の リンパ腺のは

れ(dele-deleon)な ど がある。 また,首 にで きる はれ もの(pinang-Pjangon)も こ

の中 にふ くまれる。 む くみが特徴 とな るもの もこの病気 に含 まれ,産 前の足 のむ くみ

(panunbeangon),お さ えて もす ぐに はもど らないよ うなむ くみ(biri-birion),長 い

間,病 気 にかか って寝ていると全身 にみ られ るむ くみ(sigurbahon)が あ る。

　 〈腹の病気〉

　腹 の病気は5つ にまず分 け られ る。 その内,腹 痛(sahit　 butuha　 III)の み が下位 に

分類される(図6参 照)。 ほ とん ど尿が出ず,ヘ ソの下がいたむ病気(pangari・arion),

別 名,膀 胱の病気(sahit　 pura-pura)。 産後 の腹痛(sahit　 ina),時 に よってsahit　riam

と もいわれる。黄疸(sahit　 pogu),便 秘(simbol-bolon)そ して,腹 痛(sahit　 butuha

III)の5つ で ある。

　 腹痛 は,非 常に激 しい痛みを ともな う腹痛(sahit　 butuha　 mamiu　 II)と それ ほどで

図6　 腹の病気の分類(第1例)
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はない腹痛(butuha　 sahit　II)に 分 け られる。激 しい腹痛 は,虫 に よる腹痛(labi-labion

II),痛 み があちこちに移動す る腹痛(samboliton),そ の他 の激 しい腹痛(sahit　butuha

mamiu　 I)に 分 け られる。虫 による腹痛に は2種 あ り,そ れぞれ回虫(labi-labion　 I)

と さなだ虫(ade-adeon)で あ る。普通の腹痛には,赤 痢(baro　 buni),肝 臓 病(sahit

ate-ate),胃 痛(sahit　 butuha　 bolon),と その他の腹痛(sahit　 butuha　 1)に 分 け られ る。

　〈熱病 と咳のある病気 〉

　熱病は,非 常 に高熱を発す る病 気(pane-pane　 II),ふ るえ あるいはけいれんを特徴

とす る病気(ombun-ombun　 II),そ の 他の熱病(mohop　 II)に 分 け られる(図7参 照)。

高熱病(panc-pane　 II)は,マ ラ リア(silupon)と さ らにその病気 が進行 して高熱の

た めにうわ ごとをい った り狂 った ようになる病気(pane・pane　 I)が あ る。発熱 して

けいれんす る病気(ombun-ombun　 II)は その中で も特に重症なsolpoton(テ ンカ ン

と推定 され る)が 区別 される。普通のombun-ombunは そ の原因によ ってombun-

ombun　 aek(悪 い 水が入 る),　ombun-ombun　 alogo(変 化 した空気 が入 る),ombun-

ombun　 arion(太 陽 にあた りすぎ)に 分 けられ るとともに,そ の症状 によ ってombun-

ombun　 batuk(咳 を ともな った けいれん),　ombun-ombun　 borngin(夜 に のみけい

れんす る)の5つ に分 け られ る。

　 咳のある病気 は,鼻 づま り(batuk　 hapas),喘 息、(batuk　 halode),そ して結 核(an-

doraon)の3種 に分 け られ る。

　 〈眼病,口 の病気,傷,骨 の病気 〉

　眼病 は,6つ の病気 がある(図8参 照)。 結膜炎(hali-mata),星(otoon),白 そ こひ

(paloon),め く ら(mapitung),と り眼(rondaron　 munuk),も の も らい(hali-mis-

mison)で あ る。

　 口の病気 には,虫 歯(tungkolon　 ngingi),は ぐきの炎症(ngot-ngoton),舌 の炎症

図7　 熱病と咳のある病気(第1例)
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図8　 眼病などの残りの病気の分類(第1例)

(lauton),口 の 端の炎症(pangarante-ranteon)が あ る。

　 傷 には,と げさされ(hona　 suga),す り傷(masap-sap),火 傷(matutung),ゆ び づめ

(sigundongan),化 膿 した足の傷(tungkolon　 pat),そ の他 の傷(mabungan　 I)が あ る。

　 骨 の病気 には,骨 折(maponggol),ね ん ざ(tarbalik),腰 骨 の いたみ(ngalut-

ngaluton),神 経 痛(simborgo)が 含 まれる。

　 (b)第2例(普 通の成人男性,43才)

　 この例の上位概念 は,第1例 と全 くとい っていいほどに違 ってい る。彼は,病 気を

まず2種 に分 ける(図9参 照)。 熱病 と熱病で ない病気で ある。 そ して,そ の他 の病

気 は,身 体 の各部分 に分割 される。ee　1例 でみ られたよ うな死霊や呪術師に よって引

き起 こされる病気 は上位概念 にはみ られない。

　 この例 における熱病 は第1例 の場合 とほとん どかわ らない。 ただ,死 霊 によって起

るとされていたコ レラ(begu　 antuk)が 熱 病の中に編入 されている。

　 身体の各部分 に分 け られた病気の内,第1例 と同一 の 病 名 が上位概念 として用い

られ て い る ものは,眼 病(sahit　 mata),口 の 病気(sahit　 baba),腹 の 病気(sahit

butuha),皮 膚 の病気(sahit　 huling-huling),骨 の病気(sahit　 holi-holi)の5つ であ
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図9　 病気の上位概念(第2例)

り,一 方第1例 と異 な った病名 は,頭 の病気(sahit　 ulu),鼻 の 病気(sahit　 igung),

耳 の病気(sahit　 pjnggol),首 の 病気(sahjt　 rukung),胸 の病 気(sahit　 andora)の5

つ である。

　 まず,第1例 にみ られなかった上位概念 と しての病名か ら検討 してみると,胸 の病

気を含めて,5つ の病 名のいずれ もが造語 である ことが特徴的である。 これ らは当然

のよ うに考え得 られる病名ではあるが,実 際 にはほ とんど用い られない病名で ある。

さて,頭 の病気 は精神 病(rintik)と 頭 痛(tok　 ulu)と か らなる。精神病は死霊 などに

よって起 るもの とされていたが,そ の要素は コレラと同様 にほとん ど無視 され頭部 の

病気 と位置づ けされている。頭痛 は,第1例 で は病気 に入 れ られていなか った もので

ある。第1例 では,死 霊が入る ことによって起 り,精 神病 とつ なが るもの とみ られて

いた。一種の前駆症状 とみているわけであ り病気 とは考 え られていない。 しか し,こ

こでは独立 した病気 と してみとめている。
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　鼻 の病気 は,第1例 の咳の病気 と対応 してい る。 しか し,結 核 は胸の病気であ り,

鼻 の病気 とは区別 されている。 すなわち,鼻 づ まり(batuk　 hapas),喘 息(batuk

halode)が 含 まれ,さ らに鼻血(panihalaon)が 追 加されて いる。鼻血は,第1例 で

は,や は り死霊が ひきお こす ものと考 え られてお り,こ れ自身で独立 した病気 とはみ

なされて いない ものである。

　耳 の病気 は,第1例 では帰属す るところのなか った中耳炎(tungkihon)と,は れ

ものに含 まれて いた耳下腺腫(bahut・bahuton)か らな っている。

　 首の病気 は,　 はれ ものの 中 にふ くまれて いた 甲状腺腫(barut)と 首 のはれ もの

(pinang-pinangon)の2種 が組 み合わ されてで きた ものである。

　 胸の病気 は,結 核だ けである。

　 さて,第1例 と同 じ病名を上 位概念 に している ものの内,眼 病 は,第1例 と全 く同

じである。 口の病気は少 しかわ っている。 すなわ ち,口 の端の 炎症(pangarante-

ranteon)はbaroon(化 膿)に 含 まれ,か わ りに呪術師によ って起 る とされていた く

ちびるの炎症(tarsamar)が 含 まれ る。骨の病気では,　simborgoは,第1例 で は骨,

特 に関節 の病気 とみ られていたのに対 して,こ こで は,炎 症 を起 こし,化 膿す る点が

強調され,baroon(化 膿)の 中にふ くめ られ る。 そ して傷 の中に入 って いたゆ びづ

め(sigundongan)が こ こに含 め られ る。

　 腹の病気 は,比 較的 よく類似 しているが(図10参 照),や や 異な った点 もみ られる。

第1例 で 呪術師によ って引 き起 こされる とされていたsibabi　 na　bolon(異 常 膨満)

は,腹 の病気 の中に含 まれ る。また,第1例 において,腹 の病気 とは近 いが別 の病気

とされていた小 便時 の痛みobangonは,こ こで は腎臓の病気(sahit　 pia)　 特 に結

石のために下腹部 が痛む病気 と解釈 され腹の病気 の中に含 め られてい る。また第1例

図10　 腹 の病気の分類(第2例)
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図11　 皮膚病の分類(第2例)

で は,下 位 に位置づ けられていた肝臓病 は,も っと独立性 の高 い病気 として,黄 疸な

ど と同 じレベル に引 き上げ られている。 典型的 な腹痛(sahit　 butuha　 II)は,胃 痛

(sahit　butuha　 bolon),激 しい腹痛(sahit　 butuha　 mamiu　 II)と 普 通の腹痛(sahit

butuha　 I)に 分 け られ る。 この中で,激 しい腹痛のみが下 位に病気群を もち,第1例

では普通の腹痛 に組み こまれていた赤痢(baro　 buni)は 激 しい腹痛 の中に移 されてい

る。第1例 と第2例 で,赤 痢 の腹痛 の程度の評価が異なる らしい。

　 皮膚の病気 において,い くつか異な った点がみ られ る。癩病(huliton)は,呪 術師

に よって引き起 こされ る病気 に組み こまれて いた ものであ るが,こ こでは皮膚の病気

の中に組み こまれている。また,傷 を も皮膚 の病気の中 に組み こんでいる。 これ は,
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いわゆ る皮 膚病ではな く,皮 膚の病気の意味である ことを示 している と思 われ る。腹

痛 と腹の病気 との差 のような ものである。

　 かゆい皮膚病(rintoP-rintopon　 II)の 下 位 に呪術師 による病気(hona　 ula-ulaon)

が 分 類 されてい る。そ して,そ れを構成 して いるものは,ardomとgadam,　 tarsamar

の3種 にす ぎない。 ただ しこの3種 は,rintop-rintoponの 中で後 に分類されて命 名

された ものであ り,恐 らく彼 も呪術師に よる病気 が これ らのみであ るとは考 えて いな

いで あろう。 ともか くも,こ れ らの病気が呪術師による病気 と して第1例 のよ うに独

立す るのではな く,皮 膚病の中に位置づ け られている ことが注 目され る。

　 この例で は,膿 を もつ病気(baroon)に 多 くの病気 が含 め られてい る。 第1例 で

は口の病気 に分類 されていた口の端 の炎症(pangarante-ranteon)は,く ちびるの

下 の炎症 と同様 に化膿する病気 であると考 え られてお り,痒 い皮膚病 に含 まれていた

puruonは 彼 に よればむ しろ癩病 に似た炎症性の病気 であると してbaroonの 中 に含

めている。 また,simborgoは 骨 の病気 に入れ られていたが,化 膿す る ことに注 目さ

れて,さ らに足 の化膿 した傷(tungkolon　 pat)も 化 膿 に注 目されてbaroonに 編 入

されている。

　 この中で,く ちび るの痒 み(tarsamar)は 注 意を要する病気である。 呪術師によ っ

て起 る病気 として第1例 で は分類 されていたが,こ こで は,痒 い皮 膚病 に分類 されて

い る。そ してそれだけで はな く,実 は口の病気に も分類 されて いる病気である。す な

わ ち二重に所属 している病気 なのである。 このよ うな例 はこの例では この1例 にす ぎ

ない。ただ し,口 の端 の炎症(pangarante-ranteon)は 口 の病気 に も膿を もつ病気 に

もふ くめえ られる病気で あったが,く ちびるの下 の炎症(anduhuron)に 引 きず られ

て膿を もつ病気に含め られた。tarsamarの 場 合 はどうして も口の病気 に も入 るとい

うことで この ように二重 の所属 のままに してあ る。

　 (c)　 第3例(普 通の成人男性,37才)

　 この例 においては,独 立す る病気がか なり多い こと,お よび,下 位へ の分類の深度

が皮膚病 を除 いて浅い ことが特徴で ある(図12参 照)。

　 コレラ(begu　 antuk),精 神 病(rintik),虫 歯(tungkolon　 ngingi),舌 の 炎症

(lauton),口 の端の炎症(pangarante-ranteon),骨 折(maponggol),ね ん ざ(tarba-

lik),腰 の痛 み(ngalut-ngaluton),中 耳 炎(tungkihon),高 血 圧(darah　 tinggi),頭

痛(tok　 ulu),鼻 血(panihalaon)な ど はいず れ も独立 した病気 とみ られている。一

方,傷 はゆびづめ(sigundongan)を 除 いて第1例 と同 じであ り,眼 病は第1例,第

2例 ともども同 じで ある。咳のある病気 も第1例 と同 じで ある。熱病では,け いれ ん
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図12 病気の分類(第3例)

の病気(ombun-ombun)を 除 いて,下 位 に分類 され る病気 を もたず,熱 病(mohoP

II)の も とに並置 され る。 はれ もの(magurbak　 III),は,第1例 および第2例 におい

てと もに皮膚病 に組み入れ られていたが,こ の例で は,独 立 し,む くみ(biri-birion

II)と は れ もの(magurbak　 II)に 分 け られ る。産前 のむ くみ(panunbeangon),非

弾性 のむ くみ(biri-birion　 1),長 いね こみの後 にみ られる全身 のむ くみ(sigurbahon)

の3種 はむ くみ(biri-birion　 II)に 含 まれ,第1例 で は骨 の病気,第2例 で は膿を も

つ病気 に含まれていたsimborgoは はれを重視 して,他 の リンパ腺のはれや,甲 状腺

腫 と同様 にはれ もの(magurbak　 II)の 中 に含 まれる。

　 腹 の病気 においては,第1例 よりも第2例 によ く似ているがそれで も,い ろい ろ異
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図13　 腹 の病気の分類(第3例)

な った点 がみ られる。呪術師による腹 がふ くれ る病気(sibabi　 na　bolon)は 第2例 と

同様に腹の病気 にふ くまれ る。そ して,赤 痢(baro　 buni)と さ なだ虫(ade。adeon)は

上 位の独立性 の高 い もの と して とりあつかわれてい る。 腹痛(sahit　 butuha'II)は 第

2例 と同様に胃痛(sahit　 butuha　 bolon)と,激 しい腹痛(sahit　 bμtuha　 mamiu　 II),

普 通 の腹痛(sahit　 butuha　 I)に 分 け られるが,第1例,第2例 と異 な って胃痛 に,黄

疸(sahit　 pogu),肝 臓 病(sahit　 ate-ate),移 動 性の腹痛(samboliton)が ふ くまれ,ま た

激 しい腹痛には回虫(labi-labion)と そ の他の激 しい腹痛 が含 まれ る。 この例では胃

痛の概念が広 くとられ,第1例 の普通の腹痛,第2例 の激 しい腹痛 と対照 をな して いる。

　皮膚病においては,第2例 と比較的 よ く似 ている。癩 病は,第2例 と同様 に皮膚病

に含 め られ る。 また,第1例,第2例 では痒い皮膚病に含め られていた,足 の病気

図14　 皮膚病の分類(第3例)
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(birasukon)は,独 立性 の高い病気 として,癩 病や斑点 のある皮膚病な どと同列 にな

らべ られ る。birasukonは 虫(sima)に よる病気で,ひ ざより下の部分に発生す る特

殊 な病気であ るとい う。

　 また第2例 と同様に,呪 術師 による病気ardom,　 gadam,　 tarsamarは 痒 い皮 膚病

に含 まれ る。 さらに,第1例,第2例 ともに 口の病気 に含 め られていたngot-ngoton

は,こ の例で は痒い皮膚病に含 まれる。特 には ぐきの痒 み とい うもの を注 目した こと

図15病 気の分類(第4例)
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によるのであ ろう。

　 (d)第4例(男 性,20才)

　 この例で は,呪 術師による病気(hona　 ula-ulaon)は 他 の病気 と区別 される。 しか

し第1例 の ように死霊 による病気 は区別 されない。 その内容 も,第1例 とほとんどか

わ らないが,め くら(mapitung)と 首 のはれ(tinggan)は 知 られて いない。

　他の病気では,鼻 血を除いて,い ずれ も下位 に分類 され る病気を もっている。 この

中で,彼 の造語 による2つ の病気 群がある。 血管 の病気(sahit　 urat)と 筋 肉の病気

(sahit　sibuk)で あ る。 血管 の病気 には2つ あり,一 つは頭痛(tok　 ulu)で あ る。頭

痛がす るとき,血 液が頭 の中で脈打 っている ことを実感す るか らである とい う。今一

つ は第1例 で は骨 の病気 に入れ られて いた 腰骨の痛み(ngalut-ngaluton)で あ る。

これ は,血 液が腰のあた りで とどまるために,腰 のあた りが痛む とい うわけである。

筋 肉の病気 は,他 の例でのはれ ものに相 当す るものである。

　骨 の病気 は,骨 折,ね んざの他 に虫歯が含め られ る。歯 も骨 の一種であ ることによ

る。

　熱病で は,咳 の病気が含め られている。ほ とん どの病気 は独立性 の高い病気 として

あつ かわれ,わ ずかにけいれんの病気(ombun-ombun)の 下 位 にテ ンカンsolpoton

を含 む例が あるのみである。 また第2例,第3例 と同様 に コレラ(begu　 antuk)は 熱

病 に含 まれ る。一方,高 熱病(pane-pane)は 知 られてお らず,　ombun-ombunの 下

位 のいろいろの種類 も知 られていなかった。

　腹 の病気 において も,個 々の病気 は独立性が高い。下位 にグループを もつ病気 は虫

による腹痛(1abi-1abion　 II)と 腹 痛(sahit　 butuha　 I)の みで あ り,腹 痛の下位 に赤痢,

移 動性 の腹痛,激 しい腹痛,胃 痛 があるだ けであ る。

　皮 膚病では,斑 点 のある皮膚病(sal199ulan),膿 を もつ 病気(baroon),痒 い 皮膚

病(rintop-rintopon)と 同 じレベル に,他 の例では痒 い皮膚病 にふ くまれていた 白 く

な る皮膚病(gurapon)が く りあげ られ る。痒 いよりも白 くなる ことの特異性 に注 目

されて いるので あろう。 この中で,第2例 と同様にbaroonが 広 く解釈 されて いる。

特 に傷 のグループのほ とんどがbaroonに くみ こまれて いる。傷 はbaroonの 前 駆的

な ものであ り,す べてがbaroonに な るわけではないが,明 らかに関連 があるという

認識に よる。また,中 耳炎(tungkihon)は 耳 の中が化膿 した病気 であ り,　puruonは

第2例 と同様に全身 に広が る炎症性の病気 と して 認識 されて いる。 首 にで きるはれ

もの(pinang-pinangon)は,最 終的 にははれがやぶれて膿がでて くる故にbaroon

に組 み こまれている。sanggulanは 他 の例 と同様 であ り,　guraponも 同様 にriap一
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図16皮 膚病の分類(第4例)

riaponとguraponと 分 け られて いる。痒い皮膚病 のrasaonはrasaon　 batuが 知

られていない。rintop-rilltopon　 IIに お いては,　rintop　ni　tano(土)やrintop　 ni

ramba(草)が 知 られてお らず,　 rintop　 ni　hau　 (木)も4種 しか知 られていない。

rintop　ni　bisa(毒 虫)で は1種 の虫 しか知 られてお らずrintop　 ni　ansosomutと は

別 名の関係 にある。

　 (e)第5例(男 性,16才)

　 知 られて いる病名は,よ く知 られた例 と比べ ると約半分 に減少す る。 しか し,呪 術

師による病気(hona　 ula-ulaon)は 知 られてお り,腹 のふ くれる病気(sibabi　 na

bolon)と くちび るの炎症(tarsamar)の2種 が含 まれ る。皮 膚病にふ くまれていた よ

うな呪術 師による病気 は知 られていない。

　 咳の病気(batuk)と 熱 病 は近 い病気で あるが,高 熱病(pane-pane)や マ ラ リヤ

(silupon),ま たombun-ombunの 種 類 は知 られていない。

　 便秘(simbo1-bolon),尿 づ ま り(pangari-arion)は 腹 の病気ではあるが,他 の いろ

いろの腹痛(sahit　 butuha　 III)と は 区別 され る。 腹痛 の分 け方 は,第1例 によ く似

てお り,激 しい腹痛 と普通の腹痛 に分 け られ,前 者 には回虫(labi・labion),移 動 性 の

腹痛(samboliton),そ して その他の激 しい腹痛 か らな る。後者 は,胃 痛(sahit　 butuha

bolon),肝 臓 病(sahit　 ate-ate),赤 痢(baro　 buni),そ の他の腹痛か らな っている。黄
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図17 16才 の男子の病気の認識

疸や産後 の腹痛,さ なだ虫な どは知 られて いない。'

　 眼病はどの例 にお いて も同 じ病気 か らな り,こ の例において も同様で ある。広 くよ

く知 られている病気群 であるといえ るであろ う。

　皮膚病は膿を もつ皮膚病(baroon),斑 点 のある皮膚病(sanggulan),痒 い皮膚病

(rintop-rintopon　 II)1こ 分 け られ,傷 やはれ ものはこの中 に含まれない。 この中で

puruonは,他 の例 ではbaroonやrintoP-rintopon　 lと含 め られていた もので あるが,
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この例で は斑点ある皮 膚病 の一種 とされている。 みかけ上,nge-ngeに 似 ているとの

認識 によると思われる。baroonやrintop-rintoponに お いては,か な り知 られてい

る病気 が減少 してい る。

　 骨の病気(sahit　 holi-holi)に は3種 が,は れ もの(magurbak)に は4種 が知 られて

いる。足に化膿 して穴の あいたtungkihon　 patと 歯 に穴のあいたtungkihon　 ngingi

は同 じ種類 の病気 と考え られてお り,と もに穴のあ く病気(tungkihon)で あ るとい う。

言葉 に引 きず られた ように思われ る。

　 傷(mabungan　 II)は 火 傷(matutung)と そ の他 の傷(mabungan　 I)と に分 け ら

れる。精神病(rintik)は,こ れ らのいずれに も含まれない病気で ある。

　 (f)第6例(女 性,12才)

　 腹痛,皮 膚病,眼 病 には下位の病気があ り,そ れ ら以外 に名称 はないが よく似 た病

気 として まとめ られた ものが3種 ある。 尿づ ま り(pangari-arion)と 小 便時の痛 み

(obangon),悪 寒(ngolian　 mohop)と 鼻 づ ま り(batuk　 hapas),骨 折(maponggol)

図18 12才 の女子の病気の認識
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とねんざ(tarbalik)の3組 であ る。

　また,皮 膚病の中では,痒 い 皮膚病 に含 まれて いたrasaonが 化 膿す る皮膚病

(baroon)に ふ くまれて いる点 も他の例 と異 なる点で ある。 そ して,独 立 した病気 と

して他に7種 が知 られて いる。

　 (9)第7例(男 子,11才)

第6例 に くらべ る と,皮 膚病 という上位概念がまだみ とめ られず,膿 を もつ病気

(baroon)と 痒 い病気(rintop-rintopon)が 一 つの組 に入 る病気 とは考 え られて いな

い。一方で,第6例 で はまだ認 め られていなか った熱病(mohop)が この例 では認 め

られてい る。

　 また,第6例 で は知 られてお らず,こ の例で は知 られてい る病気が7種,逆 の例 が

8例 あり,子 供の間 では知 って いる病気の種類 にかな りば らつ きが あるように思える。

図19　 11才 の男子の病気の認識
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Ⅲ.考 察

1.　 個人による病気分類の相異性 と相似性

　民俗分類における個人差 をと りあつか った ものが これまでにない わ け で は な い。

Haysは,パ プ ァ ・ニ ューギニアの ン ドゥンバ族 の植物の分類 において個人差を検討

してい るが,植 物の民俗分類 において は,基 本的 にはほ とんど同 じ形で あ り,階 層

の中間位 に変異を認 めた とい う。 そ して,彼 はむ しろ文字をつかえない人 々に対 して

covert　categoryを 見 いだす方 法と して発展 させてい る[HAYS　 l　976:489-507]。

　 病気 は植物 と異な り,い つで もみ られ る もので はない。多 くは,伝 聞 によるもので

ある。一方で,実 際にかか った病気や身近 の人 々がかか った病気 につ いては詳 しい と

い うかたよ りが どうして も病気 にはつ いて まわ る。そのため,ン ドゥンバ族の植物の

分類 などの例 と比べれば,病 気の分類 において は個人差が大 きくなる可能性 が高 いと

考 え られる。また,か な りの個人差が認 め られる場合 には,covert　 categoryの 発 見

とい った ことは難 しい と思われ る。 この場合 には,違 った見方で考えなければな らな

いであろ う。

　第1例 か ら第4例 まで,そ れぞれの個人 によ って病気の分類の仕方 にはかな り異 な

った点がみ られる。特 に上位概念 において,か な りの相異性が認 め られる。 これをど

のよ うに解釈す ればよいので あろうか。典型 的な第1例 と第2例 を対象と して考 えて

み よう。

　第1例 の上位概念 は,begu(死 霊,精 霊)に よる病気,呪 術師による病気,そ し

て,そ れ以外 の病気 に3分 され る。それに対 して,第2例 で は,熱 病 と熱病 でない病

気,そ して熱病以外 の病気 は,身 体の各部分 ごとに分 け られてい る。

　 この違いは,分 類 の目的の異 な りが重要 な要素 であると考 え られ る。第1例 では,

病 因的 に分けその治療 を目的と したものであ り,第2例 は,身 体の名称に分 けその病

名の同定を 目的 とした もので あると考え られ る。第1例 は呪術師 によるものである こ

とを思い出 さなければな らない。彼 は病気 の治療者で ある。彼は,似 た病気 を束ねて

ゆ くとき,お のず と治療中心にま とめて いった と想像 される。beguに よ る病気,呪

術師 による病気 は他の病気 とは異な り,特 別 な治療 法がほど こされる。そ して,そ の

治療 は呪術師によ って しか行 なえない もので ある。beguに よ る病気においては,ど

んな種類の,さ らに死霊 であるな らば誰の死霊であ るかがまず確 かめ られ る。そ して,

そ のbeguの 要求 する ことを満足させつつ,そ のbeguの 退 散を種 々の方法で はか る
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のである。呪術師による病気においては,ど の呪術師によって発病 したのかが問題で

あり,そ の上で,そ の呪術師あるいは呪術師に邪術を依頼 した人に対 して対抗する呪

術がかけられる。これら以外の病気に対 しては,薬 物療法やその他の物理的療法が行

なわれることと対照をなしている。

　一方,第2例 は治療を専門としない人の分類であり,そ れは病名の同定すなわち診

断を中心としたものになったと想像させる。身体を各部に分けることは病気の認識の

実際的な形であろう。そして傷の一群が皮膚の病気に分類されている例などは,過 適

応 とも思えるが,全 体としては,み ごとに整理されている。

　調査に際 して,私 は被調査者に単に似ているもの,関 係がありそうなものをまとめ

るように指示したにすぎなかった。そこでは,ま とめるための目的を明示していなか

った。このことが,個 人による分類の相異性を導いた重要な点であろうし,ど うして

もうまくKJ法 があやつれなかった人々がでてきたことの理由の一つであると考え ら

れる。

　私は,病 気の認識というものが,頭 の中にすでにはっきりとあるのではないかと漠

然と考えていた。そのため,目 的を指示することなく,似 た病気を束ねさせるという

操作をくりかえさせた。 しかし,実 際にははっきりとした病気の認識というものが頭

の中にあるのではない。あるのは,な んとなく関係ありそうな病気群があるにすぎな

いのではないかと現在では考えている。そして,そ れ らが,あ る全体としてのまとま

りをもった認識として形成されるのは,何 かの目的に対 したときだけなのではないか

と。ただし,あ る物事の認識が,常 に同じ目的に対 して くりかえし適応されているよ

うな場合には,そ の目的はほとんど意識されず,目 的そのものが,そ の認識の中に深

くかかわってしまっていて,分 離することができなくなっている場合もあるであろう。

その場合においても全体 としてのまとまりのある認識というものは,目 的なしでは形

成されないと考えられる。そのため,民 俗分類をとりあつかおうとする場合には,常

にその民俗分類の目的が彼 らにとってなんであるかを明確にする必要がある。その目

的は,実 験的である以外は,外 側か らもちこむのではなく,そ の文化内で見いださな

ければならない。一般に民俗分類の目的というものはその文化内における実用の問題

と相関しているものである。あるいは,そ の目的は,そ の文化内において,は っきり

した意味をもっているものであるともいいかえることができるであろう。

　 Berlinら をはじめとするethnobiologist達 がしめしてみせる植物や動物の分類に

対する,納 得のゆかなさは,こ の目的の問題にもかかわっている。被調査者にとって,

植物界をあるいは動物界を分類するということは,ど のような意味をもつのであろう
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か。あるいは何 を目的 として分類 してい るのであろ うか。調査者に とって意味のある

分類 も,被 調査者 にとって意味のない分類は,民 俗分類 とはいいがたい と思われ る。

Berlin　 らの しめ した例 は,植 物 には分類的認識があ るであろ うという調査者の側 の

思い こみが優先 している と考 え られる。植物全体を さししめす言葉 が多 くの場合欠 け

てい るの は何故であろ うか。言葉 がないとい うことが,た だちにその概念 がない こと

を示 して いるとは限 らない。 しか し,植 物全体 を考 えなければな らない要求 がほとん

どない とはいえ るであろ う。 また,植 物全体を考 えなければな らない必然性 というも

のはどんな ものがあるのだろ うか。

　植物分類学 は,植 物の進化の筋道 を明 らかにす ることを 目的 としてお り,そ の分類

体 系はそ の具体的な表現である。現住 民が何を 目的 と して植物全体 の民俗分類 を組み

上 げているのか疑問でな らない。

　生物 の民俗分類 につ いて,も う一つ疑問に思 うことがある。すなわ ち,分 類の上位

概念 としてのlife　formと,　 generic　 taxaと の 間のつ なが りが,ど う して も不 明確

であ る。generic　 taxaとspecific　 taxaと の 関係 やspecific　 taxaが 二 命法である こ

とが多い とい う指摘,ま たcovert　 categoryが 存在す るという指摘の納得性の高さ

か ら比 して,life　 formとgeneric　 taxaと の 関係の納得性 は極 めて低 いと思われ る。

それ は,life　 formとgeneric　 taxaの 間 には,　 目的において,あ るいは意味におい

て相当の違いがあ るか らではないで あろ うか。木や草,か ん木,ツ ル性植物,シ ダな

どのlife　formと,ク スノキや ナラ,ヤ ナギ,ラ ン,ス ミレとい ったgener1C　 taXa

と は 目的を異 にした語彙 群であ り,本 来 これ らは階層的にな らぶ ものではな く,植 物

の異 なった面 か らの認識 である と考 え られ る。それが,植 物 界全体 を組 み上 げる目的

にethnobiologistが 転 用 してい るように考え られる。

　 どのよ うな物事 に も分類的な認識が あるわけで はない。 しか し,も し分類的な認識

があ るのな らば,ど のよ うな目的を もった ものなのかを明 らかに しなければな らない

であろ う。

　 この ような視点か ら他 の2例 につ いて若干の考察を加えてお こう。第3例 は,そ の

目的がかな り不 明瞭 な例 である。治療や診断を 目的 とした もので はな く,さ らに他 の

なん らかの 目的があ るとも考 え られない。 まさし く関連のあ りそ うな もの の集合であ

り,そ のた め独立する病気が多 く出現 してお りまとめる方向には向か って いない。一

方,第4例 は これ までの例 と少 し異 な っている。呪術師に よる病気 は独立 してお り,

他 は,身 体 の各部分 によって病気が分 類 されている。 呪術師に よる病気 が独立 してい

るのは,呪 術師 のよ うに治療法が異な っている ことに着 目 したので はな くて,む しろ
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これらの病気の恐ろしさ,特 異さの伝聞の印象の強さによるものではないかと考え ら

れる。これらの病気を除 くと,他 は第2例 によく近似 している。

　 ところで,第4例 と第2例 はよ く似た構成であるが,病 気群の命名にはかなりの差

がある。第4例 には,き わめて特異な名称が病気群に命名されている。筋肉の病気や,

血管の病気というものがそれであり,そ の概念づけの異なりは注 目しておく必要があ

る。

　それらは単に目的の異なりによるものでないことは明瞭である。それは,各 個人の

生活史のちがいに帰因したものであろう。特に受けた教育の程度,あ るいは外来文化

の受容の態度などが分類の相異性を導いた一つの要因であろう。そのように考えるな

らば,第1例 はもっとも伝統的な形をしたものであり,第2例 や第4例 はその変化し

たものと考えられない こともない。すなわち,文 化変容の過程の中での変異であり,

未だ文化的に安定 した形に収束していないということである。 しかしながら,病 気の

分類の目的 ということを考えるとき,さ きにあげた第1例 や第2例,第4例 の目的さ

え潜在的なものであり,強 い収束する力は彼 らの中にはなく,ど の時代をとりあげて

も,安 定 した上位概念の分類は,ト バ ・バタック族の中にはなかったのではないかと

考えられる。

　一方,上 位概念の相異性の高さに対 して下位概念では相似性が著 しい。すなわち,

下位概念に関してはかなり一般的な病気群が存在 していることを示 している。た とえ

ば,眼 病は,い ずれの例においてもよくまとまった一群としてとらえられている。傷

は皮膚の損傷であるとして,皮 膚の病気に入れられたり,化 膿する病気(baroon)の

前駆的なものとしてbaroonの 中に組みこまれたりするが,傷 としてのまとまりは極

めて高い。 同様に斑点のある皮膚病(sanggulan)も どの例においても全く同じ構成

を示している。腹の病気に関 しては,そ の内部における構成にはいろいろのものがあ

るが,全 体 としては,よ くまとまっている。

　上位概念の変異性と下位概念の類似性を考え合わすと,彼 らの中では,あ る単位の

ひとかたまりの病気群があるにすぎず,そ れに方向性をあたえると,そ れらの中の要

素が抽出され,あ る配列のもとにまとまった像が形成されるのであろう。

　下位概念において,ま とまりがあるといいながら,仔 細にみれば,少 しずつ異なっ

た点がみられる。一つは,病 気の認識そのものが異なっている例がある。puruonや

ngalUt-ngalutOnな どはその典型であろう。今一つは,個 人によって,病 気像はよく

似かよっているが,そ の特徴の評価が異なるためである。第2例 では,膿 のある特徴

が強 く意識 されているし,第4例 では,白 くなる皮膚病は痒いという特徴よりも他の
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特徴が強 く意識されて別の病気と考え られている。このような個人差は,時 として彼

らの病気に対する認識について面白い発見ができるかもしれない。

2.方 法 論 の検討

　　民俗分類を論 じるに際 して,ど のような調査法がとられたかによって,そ の結果と

　 して提出された民俗分類のあり方に異なりがあるように思われる。

　　民俗分類をとりあつかうに際して,2つ の方向の方法がある。一つは組み上げるた

　めの方法,今 一つは分析するための方法である。後者は,基 本的には,成 分分析法を

　用いることになる。その際,そ の過程 として2つ の方法がよ く用いられる。それは対

　象となるものの違いを被調査者に答えさせる方法が一つの典型であろう。このような

　folk　keyを 把握することは,被 調査者のもつ独自の示差的特徴を抽出することができ

　る。一方で,対 象とする概念のあらゆる要素をかぞえあげ(多 くの場合対立的な要素

　であるが,常 に対立的な要素である必要はない),そ れらの要素の組合せとして,こ

　の対象を表現する。

　　 このようなfolk　keyを 含めての要素分解ができたとして,先 に階層的な配列がわ

　かっているときは,か なり明確な分析図ないしは分析表をつ くることが可能になる。

　 ところが,階 層的な配列が未知の場合は,こ の要素の組合せから推定される配列はい

　かようにもできる。共通す る要素数が多いものは一つの集まりと考え られるが(多 く

　の場合,こ のように推論することができる),し かし,各 要素のもつ意味の重さは別
　一一である

。配列はむ しろ各要素の意味の重さにかかわっている。一成分分析は,既 知の階

　層的配列の構成を明 らかにするには有効であるが,組 上げのためには直接的な手段と

　はならない。そして,組 上げの手法 こそ,民 俗分類の問題をとりあつかうに際して重

　要なものといえる。

　　 ところが,組 上げのための手法には,そ れほど明確なものがない。実際のフィール

　 ドでは,自 分自身の文化でのモデルを対照して,そ れとの違いを明らかにしつつ修正

　することによって造 り上げているのではなかろうか。 「腹の病気 といろいろの病気が

　 あると思いますが,ど んな病気が腹の病気ですか」といった直接的な質問を くりかえ

　す ことによって,得 られる情報 もある。しかし,こ れは常に下位に向けての情報であ

　 り,と いって,「 病気にはどんな種類の病気がありますか」 といった質問からは,組

　 上げのための有効な情報はそれほど得 られるものではない。特に上位の病気概念を見

　 いだすことはかなり難しい。 しかし,と もかくも,な んらかの手法で,階 層的配列

　 のモデルができたとき,そ れを確認 し,あ るいは修正する方法はある。 たとえば,
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「rintop　ni　bagot(サ トウヤ シに よる痒 い皮膚病)はrintoP-rintopon(痒 い 皮膚病)

の一種ですか。rintoP-rintoponは,皮 膚病(sahit　 huling-huling)の 一 種です か」

とい った質問を くりかえす ことで ある。 このよ うな質 問によって階層の上下 関係 は明

瞭 になる。一方,「 この病気 はrintop-rintoponで す か」 という問いに対 して 「いい

え,こ の病気 はsanggulanで す 」あ るいは 「これは皮膚病ですか」に対 して 「いい

え,こ れ は腹の病気 です」 とい う答を得た とき,rintop-rintoponとsanggulan,皮

膚病 と腹 の病気が同 じレベルの病気で あることがわかる。 この2種 の質 問に よって そ

のモデル は確認 される。実 際には,同 じレベルの組 を見 いだす ことは,上 ・下関係の

組 を見 いだす よりもかな りむず か しい ことである。

　 と りあつ かう種類数があま り大 き くない場合には,そ れ らの問の相違性 あ るいは相

似性 を明 らかにす る方法 がある。GieserとGrimesは13の 病 気 に対 して,発 病す る

身体 の部位,症 状,病 因,治 療法 の4項 目についての相違性 ・相似性 を5段 階 の採点

法 を用 いて明 らかに しよ うと した[GIEsER　 AND　 GRIMEs　 l972:24-32]。 す なわ ち,

任 意の2つ の病気を とり出 し,そ れか ら,た とえば,症 状 において似 ていれば1,ど

こか似 ているようであれば2,似 て いるとも異な っているともいえない ときは3,ど

こか ちが っているときは4,異 な ってい るときは5と い う採点法を用いて,す べ ての

組合せについて被調査者 に採点 させた。そ して,そ の結果 を等高線を用 いて図化 して

みせ た。 明確な基準のない ときに,こ のよ うな5段 階 あるいは3段 階 の採点法 によ っ

て処理 する例 は多 く,そ して,そ れ な りの結果が得 られる もので ある。 この病気 に対

しての採点法 は,他 の場合 と同様 に5段 階の判断がかな りむずか しい と思 える。 その

ため,個 人 による差がかな りみ られ るのが普通である。そのた め,一 般 にかな りの数

の人を対 象に して行なえば,か な り正確 な相関関係が抽出で きる。 しか し,Gieser

らは 上位 の概念に相 当す る病気 に対 して行な っているが,民 俗分類の立場 か らす れば,

そ のよ うな病気に対 しては,採 点法を用い るまで もな く,記 述的な聴取 りの段階 でか

な り明 らかで ある。む しろ,中 間 レベル　　た とえば腹 の病気の一 群の病気 などに適

応 した方 が,よ り生産的であるよ うに思え る。ただ し,こ の方法が複数の人 間を対 象

に したときにその妥当性が より上昇す るの に対 して,各 個人 によって採点の前の段階

　　す なわち実際の病気 の認識像が かなりば らついているときは,そ の平均 的な像 が

何 を示す ことにな るのかは疑 問で ある。

　 この採点法 よりは,さ らに巧 妙 な 方 法 が あ る。RomneyとD'Andradeが

American　 kinship　 termに 用 いた　triads-tes　tと い う方法 である　[RoMNEY　 AND

D'ANDRADE　 1964:160-163]。 　 この方法はBerlinら に よ って民俗分類に　covert
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categoryが 存 在す ることを実証す るために用い られた ものである　 [BERLIN　 ET　AL.

1968:293-294]。 この方法は,あ る少数の組の 中で,そ れぞれ3つ をと りだ し
,そ

の3つ の中で もっと も異 なるものを選 ばせ る方法であ る。そ して,除 かれた1つ に対

して他 の2つ は相対的に相似性が高 いと考えるわ けである。 そ して,す べての組合せ

に対 して選択させた後 に,相 似性 の高 い組合せの度数を算える。

　 この方法 は,Gieserら の採点法 に くらべて,再 現性の高いす ぐれた方法 である。

しか も,Geogheganに よ ってかな りの種i類数 において も処理で きるよ うに考案 され

た とい うことであるか ら[BERLIN　 ET　AL.1968:298],応 用 範囲 は さ らに 広まると

考 え られ る。 しか し,こ の方法は,す べ ての物事 は二分 され るとい う前提 の もとにな

り立 ってい る。三分,あ るいは四分 され るよ うな例が実在 した場合,3つ の中か らも

っと も異 なるものが選べ ないことがお こりうる。 たとえば,Berlinら の あげた例 に

な らえば,5種 類の植物 の内,も しどの レベル かで三分 されていた とする と,5か ら

3ず つ と り出す組合 せは10で きるが,そ の内の4つ は選べ ない とい うことが起 りうる。

　 このことは,次 のよ うに もいいかえ ることができる。3つ の組合せの中で,も っと

も異 な った ものを選ぶ とき,そ の異 な りの程度 は無視 される とい うことであ る。その

ため,三 分あ るいはそれ以上 に分 け られてい るもので も,か な らず二分 して再 構成さ

れるとい うことである。 この点 さえ注意すれば,一 す なわ ち,被 調査者の数をふや

す ことによって,そ の統計を用いれば,三 分 されてい る可能性 を見いだす ことがで き

る。

　 Berlin一 らが用いた有 力な方法 に,　slip-sorting一taskが あ る。 これ は,小 さな紙 きれ

に名称 を書 き,そ れ らを読ませて,似 てい るものをま とめさせ る方法であ る。一つの

セ ッ ト内だけでな く,セ ッ トにな った もの同志 において も行 な った。 この方法は,こ

れまでに述べた方法 と比べてかな りす ぐれた方法であ る。 しか し,こ れ とよ く似た方

法 にKJ法 があ り,　slip　sorting　taskよ りもKJ法 の方 が方法論的 にも,理 論的に も

す ぐれた ものと考え られ る。

　 民俗分類の問題に適用す るに際 して,KJ法 とslip　sorting　taskの も っとも異な る

ところは,徹 底的に下か ら組み上 げ られ ること,束 ね られた紙 きれ にま とめの言葉が

かかれ ること,そ して もう一つは空間的 に配置 され ることである。第1点 は,調 査者

が用意 した上位概念 にあて はめさせ るので はな く,被 調査者 に上位概念をつ くらせ る

ことを意味す る。そ して,第2点 は彼 らが組み上げた概念 に,covert　 categoryで あ

るとな しにかかわ らず,彼 らに命 名 させ る ことで ある。 そのため,ど の名称が もと

もとか らある ものなのか,あ るいは もともとはなかった名称でその被調査者 が新 しく
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造 り出 した のかは明確 でな くなる。 しか し,一 方 でそれ をどのようなcategoryと し

てと らえてい るかを明確 に知 る ことがで きる利点 がある。 これ までの図の中で 〔 〕

でかこまれた もの は,　 私 自身がcovert　 categoryで あ ろうと推測 した ものである。

第3点 は全体をみわた しなが ら,一 つの概念 としてまとめ られ るほ どに まとま っては

いないが,な お関連性 のある もの は近 くな らべ られることに よって全体 の構成 とい う

ものを より明確 にさせ る効果が ある。た とえば,第 ユ例で,咳 の病気 と熱病が近 い病

気で あった り,傷 と骨 の病気が近 いとい った ことがわか り,第2例 において,頭 の病

気 か ら下の各部位に配列 されて いるの は,そ れな りの全体 と しての構成 が考 え られて

いる例であ る。

　 Berlinら のslip　sorting　taskが,ど こまで意識 されているかど うか不明であ るが,

KJ法 を 用い ることによ って,は じめてバ タ ック族 の病気の認識の全体 の構成 が明 ら

かにな った。同時に このことは被調査者において も驚 きで あり,自 分 が病気 について

この ように考えている ことをは じめて眼の前に した。い ろい ろの質問,あ るいは会話

を通 して は決 して得 られ ない結果であ った。 しか し,こ の ことが逆 に個人 ごとに異 な

る分類をつ くりあげる結果 をまねいた とも考え られる。

　本稿で は,KJ法 を個人 ごとに適応 した段階にとどま って いる。 これ らの結果 を被

調査者を集 めて,相 互 に検討 させ ることが残 っている。 また,こ うして組み上 げ られ

た ものを分析 しなおす操作 も残 ってい る。 さらに,KJ法 を もっと徹底 して彼 らに行

なわせてみたい とも考 えて いる。 これ らの操作 を行 なった とき,そ の結果は ここに報

告す るもの とまた異 な った様相を呈す るか もしれない。 その意味では,本 稿 はなお中

間報告的な ものである。

3.民 俗 分類 の問題点 について

　 1)　 polymesyに つ い て

　す でにFrakeが 指 摘 しているよ うに,一 つの名称が一つ以上 の意味 をもち,階 層

的な配列 の異 なった レベルに同 じ名称が用い られ ることがある[FRAKE　 1961:119-

120]。 バ タック族 の病気の例においては腹の病気 に典型的 に出現す る。 第1例 のご

とく,赤 痢,肝 臓病,胃 痛,腹 痛(sahit　 butuha　 I)の 紙 キ レが集 め られ,そ れ らの

全体 に対 して腹痛(sahit　 butuha　 II)と い う名称があたえ られた。そ して,激 しい腹

痛 と腹痛が合 わせ られ,そ れにも腹痛(sahit　 butuha　 III)と い う全 く同 じ名称がつ

かわれた。　 そ して,　 さらに産後 の腹痛や 黄疸な どが まとめ られた ときに も,sahit

butuha　 IVが 用 い られた。 しか し,こ の場合 は腹痛 とい う意味で はな く,腹 の病気
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とい う意味で意味 と して はすで に異な っている。sahit　 butuha　 IIIは,典 型 的な腹

痛 とい う意味(type　 speclfics)で あ り,　sahit　butuha　 IIは 後 にふれるが普通 の腹痛

とい う意味であ り,sahit　 butuha　 Iは その他 の腹痛 という意味(residual　 catcgory)

で あ る。residual　 taxa[HUNN　 l976:511],ま た はresidual　 category[BERLIN

1976:391-392]と よばれ る概念 は,Hunnに よ って明確 に提 出された ものであ る。

これ はある一つのセ ッ トの中で,顕 著 なもの に特別な名称がつけ られ,残 りの さ して

特徴 のないものには特別の名称 がな く,す ぐ上位の名称がそのまま用い られ る場合を

い う。 そ して,こ の概念は,特 別 な名称を もたないが 「木の一種 」 と称 され るもの,

あ るいはTurnerが`empty'life-form　 taxaと よんで いるもの も同 じで あると指摘

している[HuNN　 l976:511-512]。 一 方,　type　specificsはBerlinが 提 出 した概念

であ り,"真 の"と い う形容詞がつけ られる ものがそれで ある。あ るセ ッ トの中で,

も っとも優勢 な ものあるいは中心 となるよ うな ものをさ し,上 位概念 には,そ の名称

がその まま用い られる例 をいう[BERLIN　 ET　AL.1973:222-224,　 BERLIN　 l976:

391-392]。type　 specificsとresidual　 categoryと は,結 果 と しての形 はよ く似 てい

るが,そ の概念の形成 される過程が異な る。 あるい は注 目される レベルが異 なるとも

いえるであろう。type　 specificsは,ま ず明確な核 とな る概 念が先 にあ り,そ の近縁

の ものが まとめ られて もう一つ上位の概念が形成 され る。そ して,そ の上位概念 は,

そ の明確 な中心 とな る概念をあ らわす 名称 で表現 され る。 一方,residual　 category

は まず先 に幅のあ る広い概念があ って,そ の中か らなん らかの意味を もつ特別 な もの

が選び出 されジーそれに対 して命名 される。そ して;そ れ ら以外の と一り残 された もの は,

そ の ままその広い概念 の中にとどま ってい るものである。rcsidual　 categoryは 選 択

によって形成 され,typc　 spesificsは 統 合によ って形成 された ものなのであ る。あ る

いは,residual　 catoegryは 下 位への分離の機構で あり,　type　spesificsは 上 位への積

上 げの機構なのであ る。 この過程 は民俗分類を発展 させ る2つ の形式で あると考 え ら

れる。

　 ショショニ族の鳥の民俗分類 において,シ ョシ ョニ族およびその近縁 の部族で は,

も ともと大 きい鳥 と小 さい鳥の概念 しかな く,鳥 一般 を表現す る言葉を もたなか った。

そ して,鳥 という上位概念 に対 しては,そ のどち らかが用い られ るとい う報告 がある

[HAGE　 AND　 MILLER　 l　976:481-488]。 この例 は,　 type　specificsの 典 型 的な例 で

あろう。KJ法 を用 いて上位概念を形成 させ ると,こ のような例 は容易に,か つ 多 く

みとめ られ る。Hunnの 主 張に もかかわ らず,民 俗分類 は,む しろ この ような形で中

心的 な骨組が形成 され るもので あると私は考えてい る。
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　 さて先の激 しい腹痛 に対応す る普通の腹痛(sahit　 butuha　 II)は,こ の点 からみれ

ば,激 しい腹痛が選択 されて いると考 えられるためresidual　 categoryと 思 われ る。

しか し,腹 の病気(sahit　 butuha　 IV)は その下位の腹痛(sahit　 butuha　 III)がtype

specificsで あ ると して も,そ の意味が変化 して いることに注 目しなければな らない。

た しかに統合の メカニズムが働いて いると考え られ,sahit　 butuha　 IIIが 中 心的な

病気 であ るが,そ れはあたか も別 の病 名がつ けられたの も同然の ことなので ある。 こ

の ことは,他 の多 くの例(た とえば眼 病)の よう1こ,別 の名称 による別の概念 による

統合 の形 と同 じものなのである。

　 2)表 現 され た分類 と記憶 の 中の あ り方

　民俗分類は,あ る対象をその文化の担い手たちがどのように認識 しているかという

ことを明 らかにするための方法の一つである,と 私は考えている。しかし,認 識の仕

方 というものをいま少し正確に表現 しなければならないであろう。彼等自身の論理で

まとめあげ られた概念そのものを対象とするのか,あ るいはその概念をうみ出す前の

頭の中の,あ るいは記憶の中での状態を明らかにするのかによって,そ の結論は相当

に異なる。

　記憶の中でのあり方を問題としてとらえるとき,民 俗分類で示された形で記憶の中

にあると主張することもできないことではないであろう。 しかし,民 俗分類は,目 的

的なものであることを考えると,記 憶の中では,民 俗分類で示されるような形で存在

するとは到底考えられない。それぞれの概念は目的に応 じて取 り出されたり,あ るい

は秩序だった配列にならべられるものであると考え られるからである。Randallに よ

るBerlinら の民俗分類の批判はこの点にあると思われる。そして,彼 によれば大切

なのは,民 俗分類の裏側にある記憶のあり方であり,そ してその一例として英語にお

ける植物の概念のモデルを示してみせた[RANDALL　 l976:543-553]。 　Randallの

指摘 は,私 にとっては当然のことと思えるが,一 方で彼が示 したモデルもやはり単に

例にすぎないとも思える。そのモデルは単に植物の形態的なものに限 られており,植

物は形態的な意味内容をもっているだけでなく,た とえば用途的な意味内容ももって

いる。もしも,記 憶の中のあり方を示すのであればさらに多くの意味あるいは概念を

用意 しなければならないであろう。そ して,そ れは不可能ではないが,か なりむずか

しいことであると思われる。

　 しかし,Randallが 間接的に指摘 したように,表 現されたものと記憶の中でのあ

り方は別である。そして,そ の ことははっきり認めなければならないであろう。記憶
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の中のあり方で,外 在化された民俗分類との間には,き わめてよく一致したものから,

ほとんど別のものといえるほど異なったものまで,連 続的な変異があると想像される。

そして,ど のような民俗分類 もこの連続する変異の中のどこかに位置しているのであ

る。

　私は,外 在化された民俗分類 も記憶の中でのあり方 も,と もどもに大切な問題だと

考えている。その両方を考えることによって,彼 らがその物事をどのように認識 して

いるかを知ることができると考えている。

　私がバタック族の病気において,し めそうとしたことは,ま さにこの点であった。

病気はあるまとまりをもった群として記憶の中に存在 し,そ れらが,あ る方向づけあ

るいは目的によって配列され,分 類的な形 として外在化したということである。その

とき,目 的を示唆 しなかった,そ のことがむしろ,被 調査者が何を目的として配列し

ようとしたかをも問題とすることができた。そして推定される目的が,病 気をみると

きの彼の潜在的な視点であることを推測させた。と同時に,そ の分類の個人差がかな

り大きいことからそれ らは文化的には定義されたものではなく　 　体系的に認識する

必要がほとんどなかった　　極めて個人的なものであることを見いだした。

　 3)　 crosscutting　 classificationに つ い て

　ethnobiologyに お いて,　 crosscutting　 classificationはIife　 f()rmとgeneric　 taxa

の 間 に しば しば認め られる現象 であ り,下 位の ものが 二 つ以上 の上位概念 に 含め ら

れる ことをい う。Berlin自 身 も,　Meta∫tomataceae(/一 ボ タン科)の 植物 がいろいろ

のlife　form(た とえば,木 やかん木,草 本,草 本性 つる)を もつ ことを認 めている

[BERLIN　 l976:388-389]。 そ して,そ れ らはlife　f〈)rmが 異 なるにもかかわ らず一一

つの名前 の もとにまとめ られている ことも報告 して いるが,こ のよ うなcrosscutting

に対 して明確 な答 は提 出 していない。Randal1は ま さ しくこの点 をつ かまえて,典

型的な ものあ るいは代表 され るものに対 してのみの分類 はあるが,す べて の種類を含

んだ ものの分類はない ことを指摘 している。そ して,記 憶の中には,す べて の植物が

含 め られた ような整理 された分類が あるのではな く,い ろいろなlife　f〈)rmに またが

った概念 があるのだ とい う根拠 の一つ に してい る[RANDALL　 l976:549-550]。 こ

の ことは,life　 f()rmがgeneric　 taxaの 直 接 的な 上位概念でない ことを示 して いる

とも考 え られ る。すでに述べ たごと く,life　 formい う概念は,ま った く異 な った側

面の植物 に対す る概念であ り,そ のため,ど うして もうま く適合 しない部分 がでて く

るのである。　 しか し,　 もし植物 を全体 と して統合 した認識 を得 ようとするな らば,
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life　formを 転 用す ることはありうべ きことである。 そ して,適 合 しない部分 の再調

整 を行 なえば よいのである。 たとえば,木 性の ノボ タン,草 本の ノボタンと分離すれ

ばよい。 しか し,こ の再 調整 は調査者 自身が行な うことで はな く,被 調査者が行 なう

ことであ り,し か も被調査者 の必要 によって行なわれる ことであ る。 ところが,こ の

よ うな ことが実際には行なわれていないとい うことは,そ の必然性が彼 らにない こと

を示 しているのではあるまいか。 そ して,そ こに認 め られ るの はRandallが 示 そう

とした記憶の中の未分 類のままの状態 なのであろ う。

　第1例 において も,め くら(mapitung)がcrosscuttingに な っている。呪術 師によ

る病気 と眼病 の両方 に含 まれている。 なん らの形容詞 もついて いないが,被 調査者 に

とっては,明 らかに異な った病気 であ り,呪 術師に よるめ くらと,呪 術師に よらない

自然発生的 なめ くらは別の病気 なので ある。それ故に,も し必要な らば恐 らく彼はそ

の ような意味の形容詞をつけた ことで あろう。何故 な ら,そ こには分類す るための意

識が明確 にあったか らである。 しか し,も し,こ のよ うな意図的な分類が 自然な状態

での分類 に くらべて どれほどの意味を もつのか と問われ れば,一 つはそれが自然な状

態に までその分類が定着 していないことを示 してお り,ま たそう した分類を必要 とし

なか った ことを示すのであ ろう。 そ して,意 図的な分類 によ って,む しろ自然な状態

で どの ように認識 されてい るかを明 らかにす るデー タとなる と考 えて いる。

　 4.病 気 の 認 識 の発 達 に つ い て

　わずかのデータか ら多 くの ことは語 れない。 しか し,そ の傾向を指摘す ることはで

きるであろ う。

　 11才 あるいは12才 の子供に とって,い ろい ろの病気 がば らば らに認識 されてい る。

それ らは実 際に眼 にで きる ものよ りも,会 話の中で きかれる ものが多いのであ ろう。

病気その ものはいつで もみ られ るとい うものではない。病気 はスバ ヌ ン族の場合ほど

会話の中で重要 な位置 をバ タ ック族では示 しているわ けではない。子供達の経験およ

び伝聞に よる新 しい病気の付 加はかな り個人差が大 きい。やがて大 き くな るにつれて,

知 っている病気 は均一化 して くるのであろ う。新 しい病気 が加わる一方で,よ く似た

ものはま とめ られてゆ く。 このま とめの程度 と,知 っている病気 の種類数 との間には

相関関係が あると想像 され る。また,第6例 では,関 係 がある病気の指摘はで きるが,

そ の総称名はわか らない とい う例 が4例 もみ られた。 こうした総称名を知 らないが,

関 係があるという認知を経て,上 位概念が形成 され るのであろ う。 しか し,第5例 に

み られ るよ うにtungkolon　 ngingiとtungkolon　 patは よ く似た病気である とい う
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まとめ違いのよ うな例 も出現 する。

　子供の例を通覧すると,皮 膚病,腹 の病気,そ して熱病,眼 病が早 くから認 識 され,

かつ群 と しての まとま りもみ られ る。バ タック族で は,こ れ らの病気がかな り頻繁 に

発生 して いることを想像 させ る。

Ⅳ.結 論

　民俗分類 というものは,分 類するための目的というものを外在的あるいは内在的に

すでにもっているものである。それ故に,そ の目的がなんであるかを明確にしなけれ

ばならない。これまでの研究においては,こ の目的というものが明示されていないこ

とが多々み られた。そのための混乱があったのではないかと私には思われる。

　 しかし,人 の認識というものは,常 に目的的なものとはかぎらない。そのような事

柄の認識をあつかうのであれば,そ れは恐 らく分類としてのまとまりを欠いたもので

あろう。ただし,階 層的な認識といった,や や分類に似たような概念は認め られるで

あろうが。

　特に目的的でない認識は,目 的的にとり出される以前の,頭 の中での概念のあ り方

と同じものであろう。この頭の中の概念と民俗分類としてとり出されたものは区別さ

れなければならない。しかし,こ れ らは相互に関係のないものではない。常にある目

的に動員される概念は,頭 の中においても,目 的的に構成されている可能性が高いか

らである。

　民俗分類の研究は,こ のような頭の中での概念のあり方をも対象にしなければなら

ない。それは,裏 と表のような関係にあるからである。

　 トバ ・バタック族において,共 有 される安定な病気の全体 としての分類は認め られ

ず,い くつかの病気からなる病気群が共有されているにすぎないことを見いだした。

それは,彼 らの中で,病 気の分類をす ることの強い欲求がないためであると考えられ

る。しかし,そ の必要が生 じたとき,彼 らは潜在的にもっている分類を用いて,共 通

する病気の分類をもつようになるであろう。

　 また,民 俗分類の研究に際しては,KJ法 という方法論はきわめて生産性の高い方

法論であると私は考えている。すなわち,こ れまでの研究においては,で きあがった

分類の分析に対 しては有力な方法が開発されているが,分 類をっ くりあげるための方

法は,少 数のものを対象にしたものにおいて しか開発 されていなか った。その中で,

KJ法 は,分 類をつくりあげるための特に有力な方法なのである。
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V.総 括

(1)　 トバ ・バ タ ック族の病気に関す る民俗分類 の調査か ら90種 以上 の病名 を採集 し,

　 それ らがどのよ うな形で分類 されてい るかを明 らかに した。

(2)　 4人 の被調査者 に対 して,KJ法 を 用いて,病 気の分 類像 を形成 させた 。それ

　 らは全 く同 じもので はなか った。

(3)　 そ れ らの特 に上位概念の相異性 を検討す る ことによって,病 気 治療 の専門家で

　 ある呪術師 の分類 は,治 療を 目的 として組 みたて られた もの と推定 され,普 通の

　 成人の ものは,む しろ診断を 目的 として組 みたて られた ものであるζ とを推定 し

　 た。

(4)上 位 概念 は高 い相異性を示 したが,下 位概念 はむ しろ相似性 の高 い もので あっ

　 た。 これ らのひ とかた ま りの下 位概念群 が共 通 した部分であ り,同 時 に頭 の中に

　 は)こ の下位概念 がバ ラバ ラの状態で病気 とい うわ く組みの中で存在 していると

　 推定 した。

(5)組 み あげの 方法論 と して,keyを 用 い る方法,採 点 法,　 triads-test,　slip

　 sorting　task,　KJ法 の それぞれを検討 した。

　 a)keyを 用 いる方法 は,質 の評 価が重要で あ り,量 的 に単純に算定す る ことは

　　 で きない。

　 b)採 点法は,採 点 のバ ラッキを補正す るためには,あ る程度の量が必 要である

　　 が,個 人間において,あ ま りのバ ラッキのある ときは,こ の方法は とれない。

　 c)triads-testは,二 分法 を前提 に した方法であ り,三 分法 あるいはそれ以上 の

　　 もの に対 しては,二 分法的 に しか表現で きない。 それ は,三 者の内で一 つを選

　　 ぶために起る基本 的な問題で あり,そ の適用 には,か な りの注意を必要 とす る。

　 d)slip　 sorting　taskは,す ぐれた方法論であるがKJ法 にはおよばない。

　 e)KJ法 は,　slip　sorting　 taskに よ く似ているが,集 め られた紙 きれの束に命

　　 名され ること,ま た空間的配 置が考 えられ全体の関連性 まで もと らえ ることが

　　 で きる。

(6)polymesyは,選 択 と統合 の過程 においてみ られ る。 そ して,選 択 と統合は民

　 俗分類 の発展 の基本的な過 程であ る。

(7)crosscutting　 classificationは,分 類 の未熟度 あるいは分類 の目的が明確でない

　 ことを示す ものであ り,同 時にそれは頭の中での概念のあ り方を示す ヒン トで も

　 ある。
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(8)病 気の認識の年令による発達は,病 気の種類数の増加と,上 位概念によるまと

　 めが発達する2つ の側面がある。種類は子供の経験 ・伝聞による個人差が大きく,

　 成長するにつれて種類数が増加し,知 っている病気の相異性はむ しろ小さくなる。

　 またまとあは,covertの 段階を経てより明確になってゆく。
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